
はじめに…

1999年4月1日に改訂労働関係法「男女雇用機会均等法」「労働基準法」「育児•介護休業法」が施行され『働 

<女性が性により差別されず、能力を十分発揮できる労働環境の整備、安心して出産•育児ができる環境づくリ』の 

推進をね5いとし、3つの労働関係法の12項自に及/3改訂がなされました。

今回の改訂では『募集、採用、配置、昇進に関する女性差別の禁止J!、『セクシュアル■ハラフメント防止のための 

事業主の配慮義務『育児•介護労働者の深夜業の制限』など、女性にとって歓迎すべきものも多く含まれる一方 

で、低賃金■長時間労働による健康への悪影響を心配させる『女性の時間•休日労働、深夜業の規制解消』や、少 

子.高齢化社会の進展を抑えるために出産.育兄や介證の負担を女性たちがこれまで以上に負うことにもつながリか 

ねない『出産■育児に関する措置■〇など、男性主導型の経済の活性化•強化を危惧させる内容も加わりました。

就職難やリストラの危機に直面している現状にあっても、女性が結婚や出産•育兒をするしない(こ左右されることな 

<、からだの特性を考慮した健康が保障され、自分5し<生き生きヒ働くことのできる環境整備が望まれます。

今増刊号は、4月4日全国労働安全衛生センター連絡会議主催で開催された、女性たちをめぐって労働法のどこが 

変わったのかを学び、働く女性のために何ができるか&知り、考え、語り合う緊急討論集会の記録です。
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パネリスト、コーディネ*"ターのプロフィール 

パネリスト

中野麻美弁護士 なかのまみ法律事務所

派遣労働ネットワーク代表、日本労働弁護団常任幹事

【主な著書】

「自己実現のための福祉と人権(中央法規出版)

r働く女たちの裁判」(共著,学陽書房)

「21世紀の男女平等法」(共著•有斐閣) 

「20歳の法律ガイド」(共著■有斐閣)

丸本百合子 産婦人科医東京■同愛記念病院に勤務

医師の仕事の他、「からだと性の法律をつくる女の会」などの市民 

運動にも参加

【主な著書】

「更年期を生き生きと」(時事通信社)

「からだを語ろう一女から女へJ (廣済堂出版)

「産む産まないを悩むとき～母体保護法時代のいのち.からだ」 

(共著■岩波ブックレット)

「私らしさで、産む産まないJ (共著■農文協)

コ'-"テイネ'—*夕'—

今井理恵 産婦入科医 神奈川■(社)港町診療所に勤務。

働く女性が頼りにできる産婦人科を目指して、1998年より港町診療 
所にて診療を行っている。

【主な著書】

「安心して治す.子宮筋腫」(池田書店)

「在日朝鮮人と『赤ひげ』群像」(共著.リベルタ出版)

「食べて治そう！たのしくおいしく朝鮮料理」(共著■わらべ書房)
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スAU驪識!

職業病センターの池田理恵さん、受け付けにい 

る東京労働安全衛生センターの内田正子さんと、 

女性からのいろいろな相談にもっとアクティブに

(司会)

「どうなる労働法、どうする私の働き方緊急 

討論会ズバリ解説働く女性の健康と権利」を 

始めさせていただきます。総合司会を務めさせ

1聯活■ど辨通遍方

VVJ累戊/鸯く热の算,と續れ1働く女性.の-
健康と__

ていただきます神奈川労災職業病センターの池 

田です。まずは主催者の挨拶をさせていただき 

ます。全国労働安全衛生センター連絡会議の 

事務局長である古谷さんよりお願いします。

舌谷杉郎

本日はお集まりいただきありがとうございます。

働きかけられるようにと相談を始めて、そんな議 

論の中からあっと言う間に今日の集会も企画さ 

れたわけで、今日の集会をきっかけにして私た 

ちのところにも様々な相談を寄せてもらえればと 

思います。お配りした資料の中には、皆さんが 

具体的な行動を起こされるときの手がかりという 

ことで、相談に乗ってもらえる窓口が書かれて

時間がもったいないので簡単にしたいと思いま 

す。主催者としては「どうする私の働き方」とい 

うところで、刺激的な議論や皆さんの参考になる 

話ができることを期待しています。なお、主催 

が全国安全センターで、協賛に神奈川労災職 

業病センタ—と東京労働安全衛生センターが名を 

連ねていますが、働く者の健康、労働災害•職 

業病の相談にのっているわけですが、本日 

コーディネータをやっていただく今井理恵ドクター 

が横浜の港町診療所に関わってくださるように 

なってから、今日司会をやっている神奈川労災

いますので、皆さんと一緒に具体的な問題に関 

わっていきたいと思います。

(司会)

それでは、問題提起を今日の講師でもいらっ 

しゃいます弁護士の中野麻美さん、産婦人科医 

の丸本百合子さんにそれぞれ各方面からの問 

題提起をしていただいて、その後にトークセッ 

ションをしていただきます。トークセッションの 

コーディネーターは港町診療所の産婦人科医の 

今井理恵先生です。
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中野麻美

市場原理主義=規制緩和か

人権の世紀をめざすのか

皆さん、こんにちは。弁護士の中野麻美です。 

この4月1日を境にして、改正男女雇用機会均 

等法とともに改正された労働基準法が施行になり 

ます。私の方からの問題提起は、労働基準法 

と改正男女雇用機会均等法をどのようにとらえて 

いけばいいのか。私たちはこれをどのように 

使っていけばいいのかということについて問題 

提起をしていきたいと思います。15分ほどの短 

い時間ですが、全部できない部分はトークセッ 

ションで行っていきたいと思いますのでよろしくお 

願いします。

•規制緩和と男女平等の

綱引きによる法改正

まず、この均等法と改正労働基準法は二つの 

大きな力の綱引きの中で生まれたと考えていま 

す。どういう綱引きの力が働いたのか見てみま 

すと、ひとつは規制緩和という方向からの綱引 

き。これは効率的な労働市場を作る、投資を呼 

び込めるような効率的な、そういう意味では労働 

基準法による規制をあまり働かせないで自由競 

争原理の下で人々が働けるように、使用者に

とって都合のよい市場を作っていくという方向か 

らの綱引きがひとつありました。したがって,時 

間外■休日労働について上限規制を設けて働 

き方をコントロールしていくことはとてもじゃないけ 

れど認められない、深夜労働に女性をつけて 

はいけないということも認められないという方向 

からの綱引きです。こういう考え方に立ちます 

と、今までの規制をどれだけ働けるのかという視 

点から男女「平等」に組み直していく、つまり、 

女性たちは時間外•休日労働の上限が設定さ 

れていることによって、また深夜労働への従事 

が禁止されることによって、就労の機会が狭め 

られてきた。したがって、こういった足枷手枷は 

撤廃していくべきだという方向に議論が流れるの 

も当然のことでした。私は規制緩和の方向に流 

れを組み替えていこうという人たちが、たまに 

「労働基準法による規制をどれだけ働けるのか」 

という視点から論じていることについて,大きな 

まやかしがあると考えてきました。

もうひとつの流れは、男女平等の人権を主張 

する方向への綱引きでした。この綱引きは、少 

子高齢社会を向かえる21世紀を展望しながら、 

これからの働き方はどうでなければならないのか 

を考える重要な問題提起をしたのだと思います。
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つまり、これからは年をとっても障害を持っても 

自立して普通に生きていける社会の枠組みをつ 

くっていかなければならない。長い時間企業に 

従属して働き続けることができる人だけが、-■定 

の自立して生活できるだけの賃金を保障されると 

いういびつな社会のあり方を変えていかなけれ 

ば21世紀に私たちは希望をつなぐことはできな 

いんだ、ということを見ても、男女平等に働き 

方の流れを組み尚していくことは必然的なこと 

だったと思います。21世紀を人権を目指す社会 

と位置付ける考え方に立てば、労働法による規 

制はきわめて重要なことであって、労働時間に 

関する規制もどれだけ働けるのかという視点で 

考えるのではなくて、私たちにどれだけ自由が確 

保できるのか、企業から拘束されている時間を 

どれだけ制約できるのかという視点から捉えるの 

は当然のことです。国会の中でも、どれだけ働 

けるのかという規制緩和論と男女平等の視点か 

らどれだけ自由を確保できるのかという視点から 

議論が展開されていることは議事録を見ると非常 

にはっきり分かります。

どちらが必然的な社会の流れかというと.21 
世紀は人権の世紀であるという視点で,この社 

会の矛盾を解消する方向に流れている。その 

方向に力を注いでいくのが必然的な流れだろうと 

考えてきました。性別役割分業がもたらした社会 

の矛盾は国際的な観点からみると、大きな男女 

間の賃金格差と男性たちを中心とした包括無定 

量な働き方、労働分野における2つの改善しな 

けれtずならない矛盾を生み出した。女性たちは 

家計補助的労働を、勤続期間が短いから一般 

的に女性労働はあてにできない。男は仕事、 

女は家庭というところからすると、そういった格 

差は当たり前だという労務管理が実施されてき 

た。男性たちには、一家の生計の担い手であ 

るというプレッシャーから長時間過密労働に流し 

込んでいる。あるいは、家族一緒の生活でな 

くて単身赴任であっても家族の生活のためには 

偬んでいくべきだとする雰囲気を作ってきました。 

この男女間の処遇の格差と男性たちの包括無 

定量な働き方は別々のものと考えられてきました 

が、私たち女性労働に関わってきた人間からし 

ますと、同じ矛盾の裏と表ーコインの表裏の関 

係にある。これらを同時に解決できるような法 

の枠組みがなければ,私たちの命や健康や生 

活を保持して働き続けるシステムは生まれない。 

これは当たり前のことでした。規制緩和が効率 

的な市場をめざすということで、女子保護規定を 

廃止する方向で議論を進めていったわけです 

が、こういった方向では役割分業を解消できな 

いばかりか、役割分業から生まれた矛盾をもっ 

ともっと深いものにしてしまう。そして疲れ切った 

人間の体に覚醒剤を打ち込んでもっともっと働け 

と、人間やめますかということを問いかけるよう 

な矛盾をもたらす政策でしかない。このような綱 

引きの中で男女雇用機会均等法は生まれまし 

た。

•女子保護の廃止と

新たな男女共通規制

労働基準法は確かに女性に対する保護規定 

を廃止しましたが、その代わりに、時間外•休 

日•深夜労働の男女共通の規制へ一歩を踏み 

出しました。そして本当に男女平等を実現してい 

くためには、女性が妊娠出産することに対する 

保護を充実させなければならないということで、 

男女雇用機会均等法を通じて、格段に母性保 

護、妊娠出産保護に関する措置を充実させてま 

いりました。その規制の中身は資料集 a

をご覧いただければ概観できると思い ■'

ます。

まず、深夜労働規制一覧では、女W wj
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性たちの原則深夜労働禁止が廃止されました 

が、その代わりに今までの深夜労働に関する労 

働基準法、および,安全衛生上の規制に加え 

て、育児•介護休業法に基づく規制というもの 

を盛り込みました。割増賃金とか当たり前の権利 

として認識されてきたもの、そして労働安全衛生 

法上の仮眠室、休養室の整備、健康診断など 

の措置については、今の通常国会で、労働安 

全衛生法の改正が議論されています。妊産婦 

について、深夜労働に就業制限を加えていくと 

いうような権利は、従前から保障されてきており 

ますけど、新しく育児,介護請求ができる労働 

者について、深夜労働の免除請求権を認めて 

いくという法改正が、行なわれています。これ 

は女性だけではなくて、男性労働者も平等に権 

利を保障していくという意味で、きわめて狭い限 

定的な範囲ではありますけども、深夜労働の免 

除請求が、認められたという点で、新しい深夜 

労働規制の男女平等規制の第一歩と評価できる 

でしよう。そして、新しく女性を深夜に従事させる 

ときには、格段に条件整備をしなくてはならな 

い。通勤および業務遂行の際の安全の確保の 

ための措置のほかに、さまざまな措置を充実さ 

せるよう使用者に求めています。

育児•介護休業をはじめとする子育て、介護 

のための権利一覧と妊娠出産のための保護など 

の一覧も挙げておきました。今回新しく、男女 

雇用機会均等法の改正部分で導入され措置が、 

通院のための時間確保の措置、そして、保険 

指導•健康診査に基づく指導事項を守るための 

措置ということで、就業規則とか労働協約で通 

院時間あるいは通院休暇が保障されていなくて 

もこの法律に基づいて、これらの権利一労働 

時間を短縮したり休みをとるということが可能に 

なったということです。これらは労働基準法に規 

定されるのではなくて、男女雇用機会均等法 

で規制されるに至ったというには、さまざまな理 

由があるわけですが、これらの権利をいかにし 

て女性たちが行使しやすくできるのか、これが大 

きな争点になってまいります。

次に変形労働時間制一覧も挙げておきまし 

が、時間外•休日規制一休日規制については 

とくに男女平等にということでは上限枠は設定さ 

れておりませんけども、時間外労働規制につい 

ては、例えば1か月単位の変瑕制の中の時間 

外労働の制限の部分をご覧いただければいい 

かと思います。36協定を締結する場合には、こ 

れを超えないように労使に義務づけられたという 

水準が出ております。これらの新しい男女共通 

規制というのは、確かにきわめて不十分なもの 

であります。不十分に終わったというのは,要 

するに労使の規制緩和であるのか、それとも男 

女平等に仕事も家庭も両立させられるような新し 

い枠組みに本当に一歩踏み出すのかという綱 

引きの結果でありました。

翁「個」の権利を輯場中括

私たちは、規制緩和か人権かの綱引きが職 

場に持ち越されたということ、職場の中でこれら 

をどのようにして活用していくのかという新しい課 

題に直面するようになりました。私は、これか 

らの職場ということを考えた場合に、次の2つな 
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いし3つの視点をきちんと堅持するということが 

求められるようになっているのではないかと思い 

ます。

まず第1に、命や健康、生活のための「個」 

の権利というものを職場の中に確立していくとい 

う視点であります。まず、根本的な問題を提起 

させていただきます。時間外•休日労働というの 

は、私たちにはノ ーという権利があるのだ、と 

いうこの労働法の大原則というものを、職場の 

中で徹底させることができるかどうか、ということ 

がひとつであります。そもそも1日8時間労働 

制というのは、労働者の人権として確立されてき 

たものです。今から100年以上前にアメリカの 

労働者がゼネラルストライキを掲げて、この8 
時間労働制を要求したときに、彼らはこのように 

唱いました。「1日8時間は収入のために、次 

の8時間は休息のために、そして残りの8時間 

は自分自身のために」と。当時の時代的背景 

もありまして、家事であるとか育児であるとか家 

族的責任といったことが、労働運動の要求の中 

には盛り込まれませんでしたけど,私たちはこの 

要求の持っている普遍性、つまり休息のため 

に、自分の体を休めるためには8時間必要な 

のだ、そして残りの8時間というのは私たちの生 

活や文化的生活を豊かにするために自分自身 

で処分することができる自由というものが必要な 

のだ、というふうに訴えたこと。このことは現代 

社会においても、普遍的な意義を持っているの 

ではないかと思います。そして、わが国の労働 

基準法でも時間外•休日労働は臨時の必要に 

基づく例外的な労働なのだと言われています。 

毎日残業があるなどということは、法律がそもそ 

も許してはいないのです。そのような毎日8時間 

を超える労働に対して、どうして働く者が唯々 

諾々と承諾して従事しなぐてはならないということ 

が前提となって議論が展開されるのか、ここが 

労働法の原則が崩されている一端をみる思いが 

いたします。そもそも、1S8時間を超えて働い 

た場合、時間外•休日割増賃金を請求しないで 

働くということが、職場の中に蔓延している中 

で、私たちは、この権利をもう一度人権として確 

立させるような取り組みの必要性を訴えたいと思 

います。

それからもうひとつが、個の権利の確立の一 

場面として、深夜労働に対して「N0!」と言う 

権利があるのだということ、これも確認をしてい 

きたいと思います。いままで職場で働き続けてき 

た女性たちにとって,深夜労働には従事しない 

という前提に立った労働契約が成立しているわ 

けですから、命令でもって深夜労働に従事しろ 

といって従わせられるというようなものではありま 

せん。労働省も、深夜労働に従事させないとい 

うことは、男女雇用機会均等法の配置における 

男女平等を規定した定めに違反するのだというこ 

とを言っていますけれども、それは、希望した 

場合に女性であることを理由に排除してはならな 

いということにとどまるのです。あの規定が,男 

女平等の原則に立って女性にも深夜労働を解 

禁したからといって、一方的に女性に対して深 

夜労働を命令し、それに射して従わせられるの 

だというところまで法理論が認めるものではない 

のです。むしろ、そんな論理があれば、これ 

は労働法の原則に反することであるというふうに 

反論できると確信するわけであります。したがっ 

て、深夜労働に対して「N0!」と言う権利があ 

るのだということ、これを一人ひとりの権利として 

確立していくということを2番目のテーマとして挙 

げてみたいというふうに思います。

そして3番目に深夜労働に「N0!」と言うこ 

と、時間外•休日労働に対して「N0!」と言 

う権利を、人権として主張したからと A
いって差別されてはならないという、.A- 

職場における原貝IJを確固として確立し 

ていくということが課題になるのではな
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いかと思います。この点についてはまた、ディ

スカッションの中で大きな議論になると思います

ので、その場所に譲りたいと思います。

•総体としての労働条件を

変えていくこと

大きな2番目として、こういった個とし"ての権 

利、命と健康,生活のための権利というものを 

確認しながら職場の中に打ち立てていくことと同 

時に、私たちが、男性の包括無定量な働き方 

も含めて、どのようにして職場全体の労働条件 

を変えていけるのかという問題。この問題につ 

いては、36協定の上限規制が男女共通になっ 

た、これをどのように活かすのか、まあ、その 

レベルで活かすという話では話になりません。 

率直なことを言って、政府が労働時間短縮目標 

としていた1,800時間を職場の中で実現していく 

ためには、いままでの女性の水準を男性に適 

用して及ぼしていくという以外に方法はないので 

す。そのことを.現実には無理だ、そして残業 

が恒常的な生経費の一部に組み入れられてい 

るから、そんなことは組合員の中では議論には 

なり得ない、こんなことで、この男女共通規制 

の本来的な意味というものが流されていくとすれ 

ば,そのようなことを議論する労働組合は、労 

働組合ではないと思います。

労働時間短縮に向けて、いままでの女性の規 

制を自分たちにも適用させるためにどのような努 

力をしているのか、これは今後の労働組合の鼎 

の軽重を問われるところだというふうに思うので 

す。そういう発想をする人たちに一番欠落してい 

ることは、性別役割分業を土台にして成り立って 

きたこの企業中心社会が、男性たちをも働き方 

という側面で大きく差別をしてきた、男性たちが 

その中で大きな人権侵害にあわされてきた。そ 

れを改善させていくためには,男性たちは「女 

性並み」を主張する以外にないのだということ、 

そして男女平等というのは本来的に見れば、そ 

ういった主張が男性たちからなされて初めて実現 

できるのだということについての理解の欠如では 

ないかと思います。

そういった視点で職場を変えるということは、と 

ても難しい、壁が大きいということを言われま 

す。しかし壁が大きいということにたじろいでい 

て、私たちは果たして21世紀に未来をつなぐこ 

とができるのかと言えば、N0!だといわざるを 

得ません。,こういう改革を行っていくために、女 

性たちが労使関係の中で大きな力をつけていくた 

めには何が必要なのかということを、本当に議 

論していく必要がありそうです。

4月1日から男女雇用機会均等法と労働基準 

法が改正されて適用されるようになりました。そ 

れにあわせて、女性たちが労使関係の中で、 

例えば36協定を締結していくのに本当に大きな 

力を握れるようになるのか、あるいは処遇を改 

善させるために女性たちが労働組合をりードする 

ような力を持てるのか、これも大きく問われてき 

ているのだということを申しあげまして、私の問 

題提起にかえさせていただきます。
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勇女ともに健康に働くために 

必要な保障を実現を1

つぎに、「女性のからだ」の観点から女の働 

き方についての問題を提起したいと思います。 

私たちは、先ほどの中野先生のお話にもあり 

ましたように、「保護と平等」というジレンマの中 

でずっと悩んできました。「女の身体の保護」を 

要求すれば平等が後退するということで、女性 

の運動はいつも、その2つの狭間で悩みを抱 

えてきました。それで、これを解消するには、「男 

にも保護を」ということを言っていかなければな 

らないと思うのです。

今回の男女雇用機会均等法と労働基準法の 

改訂は、妊産婦を除く女性特有の俣護を廃止し 

て、平等をより一層推し進めようというものでし 

た。この改訂が行われた後、女性のからだ、女 

性の健康はどうなるのか、そういうことについて 

いろいろ心配する声があがっています。けれど 

も、これは働く私たち一人ひとりが考えていかな 

ければならないことで、改訂された労働関係法 

の中で,健康に働く権利というものを、私たち 

がどれだけ主張していけるかということにかかっ 

ているのではないかと思うのです。

丸本百合子

•男女ともに健康に働くために

健康というものは、そもそも女性だけに必要な 

ものではありません。健康は男女ともに必要な 

んです。ところがこれまでの労働運動の中で、 

男性の組合員は、自分が健康に働く権利という 

のをほとんど主張してこなかったのではないかと 

思うのです。女性の場合は月経の現象を抱えて 

いますし、妊娠•出産の機能を抱えています。 

女性特有のいろいろな身体の問題があります。 

だから、男性と比べると、健康について考える 

チャンスが大きかったんですね。

労働組合の講演会や学習会に呼ばれますと、 

健康に関して旨舌を閔きに来るのはみんな女性た 

ちなんですよね。女性部が主催してやることが 

多いのでそうなるのでしようが…。男性の方たち 

も、たまにいらっしゃるんですけれども、その方 

たちも話を聞けば、やっぱり男も身体のことを考 

えなければいけないなとおっしゃるん

です。でも、ほとんどの男性組合賈 氣
というのは、身体について無頓着で -
す。最近ようやく、過労死とか、うつ氣ゾ
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病による自殺ということが労働災害のひとつなの 

だということが認識されるようになってきましたけ 

れども、まだまだ、過労死にいたる前に身体を 

もう少し大事にしようなどという気構えは薄いので 

はないかと思っています。

男女ともに健康に働くために必要な保障として、 

私は、健康の保持のための体暇制度というもの 

が必要ではないかと思っています。いまは、病 

気になったときの通院に必要な休暇は有給休暇 

を利用しています。でも.その有給休暇もまわ 

りの人たちの顔色を伺いながらやっととれる、軽 

い風邪なんかではやすんではいられない、とい 

うような現状にあります。

それから、時間外労働や深夜労働、これは 

女性への深夜業の規制が廃止されたということ 

で、「断れない」と思っている人たちがいますけ 

れども、身体に負担が大きいような深夜業や時 

間外労働というのは断ることができるのです。そ 

してそれは、女性だけではなく男性も断ってもい 

いんだということを言わなければいけません。 

女性だけということになると、平等の後退という 

ことに逆戻りしかねないので、男性たちももっと 

自分たちの身体のことを考えて、深夜業の回数 

をある程度制限していくように考えなければいけ 

ません。

もうひとつは、職場環境や労働時間などの条 

件の向上させる必要があります。問題は労働時 

間だけではないのですね。作業密度などが、い 

ま非常に高くなってきていると思います。週休2 
日制が採用されてから、労働時間そのものはあ 

る程度短縮される方向になってきています。日 

本人の平均労働時間は、年間2,000時間を超 

えていて、これは数字ではっきり出てしまうの 

で、世界の中で非常に評判が悪い、だからこ 

れを何とか短縮しようとして、体日を増やしたり、 

ゴールデンウィークやお盆のときにまとめて休暇 

をとらせる企業も増えてきました。

ですから見せかけ上、労働時間は減っている 

かもしれません。だけれども、数字にあがって 

こない労働時間はあいかわらず沢山あります 

し、それから労働時間が短縮されても、時間が 

短縮された分、労働量は減っていませんから労 

働密度が高くなってきているわけです。だから、 

むしろ労働者の健康に対する負担は增えるばか 

りなんですね。しかも、急な休みが取りにくい。 

身体というのは予定された休日に病気になるわ 

けではありません。急に病気になったとき、急 

に具合が悪くなったときに、急な休暇が取りにく 

い状態になってきているのは健康によくないこと 

です。だから、見せかけの労働時間だけが短 

縮されて、それで健康が守られるようになったか 

というと、そうではないわけですね。

ただ、身体には個人差がありますから、どん 

なに無理な働き方をしても健康な^■はいます。 

20代の働き盛りの男性の中には、深夜労働で 

も何でも平気、という方もいます。でも、そうい 

う人を基準にして、労働条件が決められている 

のはおかしいのです。

女性と男性の身体の差というのもあります。そ 

れ以上に、年齢による差というのもありますDそ 

れから個人差もあります。40代、50代になれ 

ば、成人病などを抱えて働かなければならな 

い。つまり、病気といっしょに働かなければな 

らない人たちも増えてきます。そういう個人の身 

体の格差を、労働現場の中でどう保障していく 

かということが、これからの課題だろうと思いま 

す。

いままでは、身体の丈夫な人と、弱い人が、 

足の引っ張り合いをしていたと思います。女の 

中でも、妊娠する人としない人が足の弓Iっ張り 

合いをしたり、あの人が病気で体むと私が大変 

になるとクレームが出たり、そういうことが多 

かったんですね。でも、妊娠する人もしない人 

も、病気のある人もない人も、いずれ人間の 
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身体というものはいろんなところに故障が出てく 

るわけですから、そこをどうやってお互いに保 

障し合うかということを、職場内できちんと話し 

合ってていくということが必要ではないかと思いま 

す。

•女性の健康に特有のことがら

私は、健康が大切ということに関しては男も女 

もないと思っています。でもその上で、やっぱ 

り、女性は男性にはない身体の特徴を持ってい 

るわけなんです。この男性にない女性の特徴 

については別個に保障されるべきだと思っていま 

す。女性特有の保障というと妊娠•出産のこと 

•になってしまうのだけれども、それだけではない 

んですね。

今回の均等法の改正の中で、妊産婦の権利 

保障が進んだいうことは、一歩前進で、十分評 

価すべきことなんですけれども、妊産婦だけが 

保障されればそれでいいということではないんで 

すね。妊娠していない女性は男と同じかという 

と、そんなわけではない。妊娠していなくても、 

男と女には身体の違いはあるわけです。

どういうことかと言いますと、女性は月経•排 

卵という機能を抱えています。それで、月経痛 

の非常にひどい人もいます。月経の前に、 

PMS (月経前症候群)といって体調が良くない 

方もいます。これは病気ではありませんが、女 

性は月経の周期にともなって、身体にいろいろ 

なつらい症状を持つことがあるということなので 

す。また、女性が定年まで働き続けようと思え 

ば、更年期という時期を職場で迎えねばなりま 

せん。こういった、月経や更年期は「病気では 

ない」ということで軽んじられてきましたけれど 

も、女性の身体というのは病気で、つらい時期 

はたくさんあります。

その身体のつらい時期に関して、病気じゃな 

いから男と同じように働けるだろうとか、痛いだ 

の苦しいだのと言うのはわがままだということでは 

なくて、自分たちが自分のつらいところに関し 

て、つらいと言えるということが大事なことなんで 

すよね。

こういった月経や更年期の問題というのは個人 

差が非常に大きいので、つらい人たちはこれま 

で我慢してきてしまったわけです。でも、これも 

仕事が楽なときは苦痛もそんなにひどくはないの 

だけれども、仕事が過密になったときには月経 

痛が強くなるとか、仕事の波に左右されるんで 

すよね。ですから、こういった月経に伴う症状 

とか、更年期に伴う症状が、ひどくならないよう 

な働き方とはどういうものなのかを、個々の職場 

全体で考えていかなければならないと思います。

春家族的責任のだめの保障

つぎに、育児休業法が改正されて、「家族的 

責任のための俣証」に介護休暇が入りました。 

育児責任というのは従来、女だけが負っていた 

わけなんですけれども、育児も介護も、男も女 

も責任を負うべきだという観点が盛り込 

まれたということは前進だと思います。

ただ、まだ現実には、育児や介護 

は女の仕事という考え方が多くて、育
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児休業も男性の取得は非常にめずらしいという 

のが現状です。これではやっぱり平等になりま 

せん。せっかく法で保障されているわけですか 

ら、育児も介護も、男と女で半分ずつ、という 

ことにならなければ、女性の家事負担は解消さ 

れないと思います。

女性はこれまで職場で働く以外に、家庭に 

帰って育児の負担、介護の負担というものを 

負っていたわけです。そこで、「女はたいへん 

なのだから仕事を減らしてくれ」というのではなく 

て、育児や介護を、男性とフィフティ•フィフティ 

にやる。いままでの男の人たちは働き方があま 

りにも過密だったために,育児にも関われな 

かったわけですよね。男性の働き方も、育児に 

関われる程度に抑えて、家事•育児を男と女で 

担っていくということでなければ、平等は達成さ 

れないんですね。

©仕事とからだの関係を観察する

こういった問題を解消するためには、自分でも 

自分の身体をきちんと観察しておいてほしいと思 

うんです。私のところは産婦人科ですから、月 

経が来ないとか、生理痛がひどくなったとか、そ 

ういうことで来る若い人たちがとっても多いんで 

す。だけど、ほとんどの人が、そういった症状 

が仕事と関係があるということを認識していない 

んですよね。それでこちらから、そういう状態に 

なった頃、職場が変わったとか、勤務がたいへ 

んだったとか、職場のストレスが.増えたなんてこ 

とはなかったですかと聞くと、やっと、ああそうい 

えばこういうことがありました、と気がつくわけで 

すね。

月経痛に関してもそうです。ひどい人とそうで 

ない人の個人差はもちろんありますが、その中 

でもやっぱり、仕事が忙しぐ^ったときにはひどく 

なっているんですよね。それを、仕事のせいだ 

と気がついていないんです。はっきり言えば、こ 

れは医者が解決できる問題ではないんです。医 

者はせいぜいお薬をだす程度のことしかできま 

せん。自分の身体の問題として向き合わない 

と、月経のトラブルは解決できないんですよね。 

女性の場合、これまではあんまりひどけれ 

ば、仕事を辞めちゃうという方法で解決してきた 

人がとっても多いんですよ。月経痛がひどぐC我 

慢できないっていう人は、誰にも理解されない 

で、一人で悩んで辞めてしまう。そういう人が 

けっこう多かったんですね。女性の中にも月経 

痛が全然ない人もいますから,月経痛ぐらいで 

贅沢だと言われてしまうのです。女性からも理解 

されていないんです。

それで、自分の身体がこんなだからいけない 

んだ、自分が悪いんだと、逆に自分を責めてし 

まうんですね。そうではないのです。自分を責 

めるというのは日本人の悪い癖で、男性でもこ 

ういう傾向はあります。心臓の病気とか、血圧 

が高いとか、そういうことになると、自分が悪い 

んだと自分を責め、病気などないかのように働 

きすぎて過労死してしまうんですね。

女性の場合は,妻子を養っているわけではな 

いので,身体をこわすぐらいなら仕事を辞めよ 

うという選択をしてしまうわけだけれども、辞めて 

しまったのでは何の解決にもなりません。だか 

ら、こういう身体の信号というものを、自分でき 

ちんとチェックしていることが大事なんです。

翁率先して身体の問題を出していく

深夜業が解禁になったからといっても、自分 

の健康に悪いということになれば、労働安全衛 
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生法や労働安全規則の中で、深夜業を少なくす 

るとか、労働時間を短縮するという配慮はできる 

ことにはなっているんです。医師の診断書など 

面倒な手続きが必要になるとは思いますが.認 

めさせるにはきちんと記録をっておくことが必要で 

す。

例えば、残業時間とか、深夜業の時間とか、 

仕事の過密さとか、仕事の内容と自分のいろい 

ろ症状をきちんとチェックをして、きちんとした記 

録をとっておくことです。漠然とした訴えでは、た 

ぶん認められないと思います。記録があれば、 

どういうときに自分の身体はこういうふうになって 

きた、どういう働き方をしてから月経がなくなって 

しまったと)^、月経痛；^弓虽くなってしまったと?^、 

証明できますから客観的な記録をきちんと作るこ 

とが大切なんですね。

とかぐ月経のことや更年期のことは恥ずかし 

いことだと言って語られなかった傾向があります 

が、もし、同じような悩みを持っている人がいれ 

ば、組合の中でそれを出し合っていくことです 

ね。一人では難しくても、組合員で同じ悩みを 

抱えている人どうし出し合っていくことが大切で 

す。

労働組合の中でも、ちょっと昔までは、更年 

期の学習会なんていうと、自分が更年期だとい 

うことがわかると恥ずかしいから出られない、と 

いう人がいましたが、最近ではこういうことは恥 

ずかしいことではないという意識が高まっていま 

す。例えば、頭が痛いから休みたい、風邪を 

ひいたから休養をとりたい、そういうことと同じこ 

ととして考えていいという気運が、女たちの中に 

広がってきているわけです。

いま、生理休暇というものは、法律にはあっ 

ても、なきに等しいものになってしまっていま 

す。生理休暇の廃止論というのも、ここのとこ 

ろ何回か出てきています。事実上、あっても取 

れない。だから、なくたっていいんじやないか、 

と思っている人もいます。でも私は、まだ日本 

ではこれだけ労働者の権利が守られていないの 

だから生理休暇というものは必要なのだと思って 

います。

男性にも女性にも、具合が悪いときに素直に 

休業が認められれば、健康休暇みたいなもの 

が認められていれば、わざわざ生理休暇などと 

いう特別なものは必要ないと思います。しかし現 

状のよう、女性ばかりではなぐて男性の働き方も 

過酷な中、いきなり欧米並みといって糜止してし 

まうのは時期尚早です。ですから,本当に月経 

のつらい人は権利として取得すべきなのです。 

そうでなければ、なくなってしまいます。

女性が自分の身体を壊さないような働き方を主 

張できるような職場というのは、男性の健康に 

とっても悪いわけがないのです。女性たちが率 

先して身体の問題を出していくことで、男性だっ 

て過労死を防ぐことができるだろうし、成人病の 

悪化を予防することもできるのです。女性の身 

体の問題をおし進めていくことによって、すべて 

の人が働きやすい職場を作っていくことができる 

のです。

以上が私の問題提起ですが、あと言い足りな 

かった分はトークの中で深めていきたいと思って 

います。
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□ラ厶

～パ卜労働の規場から-™

労働者として自分にどんな権利があるのか 

不安に思い惱んでいる人はまだまだ多い。

「労働組合に相談し、自分を主張するなかで、働く自分に自信をもてた。」 

そんなパート労働者の経験談を紹介しよう。

私は5年ほど卸の会社で勤めていました。パートで入って、給料も時間給で払われていましたが、 

仕事の内容は正社員とまったく同じ仕事で、時には新入社員に仕事を教えたこともありました. 

だんだんと仕事量も増え、最初は数時間の仕事が、正社員同様に働かされるようになりました。社 

長と話し合って、給料は固定給にはなり、保険や年金の手続きをしてくれましたが、時間外はパー 

卜時の時給という支払い方でした。休みもとれず、何とかして休みを取ると、給料から引かれてしま 

いました。

そんなときに「一人でもだれでも入れる労働組合」の存在を知り、相談をしたところ、私の働き方 

が疑似パートということを知りました。組合に入り、未払いの賃金について(時間外や休みを取っ 

て差し引かれた分)、団体交渉し、勝ち取ることが出来ました。もし、相談することが出来なかった 

ら喧嘩をするだけで、何も取れなかったかと思います。パートの私にも権利があるということを知っ 

て今ではよかったと思います。CM-KSん50代)

M安全センター情報199骑増刊号

トークセツシヨン

【今井】私は、横浜にあります港町診療所とい 

うところで産婦人科の医師をしております。 

今日はこの後、二人の講師の方のトークセッ 

ションでコーディネーターをやらせていただきま 

す。これから3時5分くらいまで、トークセッショ 

ンの時間としたいのですが、みなさん、お配りし 

ました資料袋の中にグリーンの紙が入っている 

かどうか、確認いただきたいと思います。いま 

の問題提起を聞きながら、あるいはトークセッ 

ションを聞いて、もっと聞いてみたいことについ 

て、こちらにご記入ください。

本日はたくさんの方がご参加くださっています。 

時間を有効に使うということで,申しわけござい 

ませんがマイクでのご質問は予定しておりませ 

ん。休憩時間に用紙をすべて回収いたしまし 

て、こちらの方で可能なかぎりもれなく対応させ 

ていただきたいと思いますので、ぜひ、お聞き 

になりながらご記入ください。回収箱を持ったス 

タッフが入り口2力所に立ちまして、休憩時間に 

集めさせていただきます。

では、さっそくトークセッションを進行させていた 

だきます。まず、中野さん、短時間の中で非 

常に大胆に論を進めていただきましたが、中野 

さんからいただいた資料で、みなさんのお手元 

にもある資料に詳しく書かれているものがありま 

すが、女性労働の問題についてあまり詳しくな 

い私のような場合でも、産婦人科の医者として 

対応していますと、ここ3年くらいで、女性の働 

き方がどんどんきつくなってきていることを実感し 

ています。現状がどのようになっているのかとい 

うことについて、解説いただきたいと思います。

•人間らしい働き方を実現するために

一「我慢」ではなく主張を！

【中野】職場がたいへんきつくなってきていると 

いうのは、女性に限らず男性も含めて弗常に 

過酷になってきているということです。経済がグ 

ローバル化して、企業間の競争がたいへん厳し 

いということで、生き残っていくためには働かな 

ければならないというプレッシャーが、労働者に 

非常に強まっています。

悪いことに、この失業のプレッシャーが高まっ 

てきますと、自分自身が職場の中で生き残らな 

ぐTはいけない。ですから,本当に長時間にわ 

たって仕事を処理し、頑張って働いているという 

ことを使用者に見せつけなきゃいけない、そう 

いう状況にあります。
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女性たちにとって非常に過酷になっているの 

は、深夜にわたる長時間の不払い労働というの 

が、健康も、それから家族との生活も大きく蝕 

むという方向になってきているということです。よ 

く、女｛生たちの集まりに行きますと、自分は体 

のつらさをこらえて働けばいいんだけれども, 

家族というものが非常に影響を被っているという 

ことをひしひしと感じます。

例えば、小学校の子どもが、自分がたいへん 

に忙しく働いているということをたいへんに気遣っ 

てくれるのか、ふだんは話しかけてくれるのだけ 

れども、いろんな取り組みの忙しい期間には、 

黙ってしまって、台所の片隅で小さくなって自分 

の帰りを待ち続けているんだ、というのですね。 

そういう家族の姿を見ていると、本当に自分だ 

けが我慢をしていていいのだろうかと思ってしまう 

と。思い切ってスッパリ辞めて、家族のために 

自分の生活時間を使った方がいいのではないか 

と、そんなつらい思いを一人ひとりがさせられな 

がら働いているということです。

それだけ女性は、職場の中で本当に活用され 

るようになったともいえるのでしようが、では処遇 

はといえば、相も変わらず低い地位と身分にと 

どめられてしまっていて、場合によると、女性た 

ちは職場の中にいらないということで、パートで 

あるとか契約社員に転換を強要されていくとい 

う、暴力的な契約形態の転換が進められてい 

て、ますます女性たちが低い賃金で、しかも 

ハードに働くようになっているという状況がありま 

す。

もし24時間のうちで労働に費やすのが何時間 

だけというのであればパートでやってくれ、と 

いった具合の契約形態の転換になってきている 

わけで、女性労働にとっては、やはりその処遇 

上の平等と、人間として当たり前の働き方という 

ものが一体となって実現していけるのかどうかと 

いうことが大きく問われてきています。

【今井】ありがとうございます。先ほど丸本さん 

には、産婦人科のドクターとして、働く女性の体 

の問題をお話いただきましたが、その中でたい 

へん印象的だったのは、労働の激化にともなっ 

て、どういうふうな働き方をさせられたときに,ど 

のような変化が自分の体の中におきてきたのか 

のかを記録しておくことが必要だということでした。 

もう少し具体的な例をご紹介していただければい 

いと思うのですが。

【丸本】そうですね。ある企業に勤めている方 

ですが、労働が過密になる時期になると月経痛 

がひどくなるので、それをきちんと自分の労働時 

間との関係で、どういうときにひどくなるとか、こ 

ういうときにはこういう症状が出るとか、そういう 

ことを数ヶ月にわたって記録されたわけですね。 

そうすると雇用者にも言いやすいわけです。だ 

から、月経中少し仕事を軽くしてくれとか、月経 

中に過密な労働があたりそうだから時期をずらし 

てくれとか、ある程度のやりくりができるわけで 

すよね。

もちろん、全部の職場で、こういうことをわ 

かってくれる雇用者ばかりとはかぎらないと思い 

ますよ。けれども、何にもできない、言っても 

ムダと言っていたら、結局、何もできないんで 

すよね。うちの職場ではとってもそんなこと無理 

よねとおっしゃる方も多いだろうと思います。確 

かに、多くの職場はおそらくそうでしょう。でも、 

誰かがやらなければできないんですよね。

それからもうひとつ、私のところに通院してい 

る妊婦さんで、ものすごくつわりの強い人がい 

らっしゃいました。つわりというのは大体、4力 

月に入るとおさまってくるのですが、その方はか 

なり遅くなるまで何ヶ月もひどい症状が出ていま 

した。幸いなことに今度の妊娠は、改正雇用機 

会均等法の施行に間に合っていたので、母性 

健康管理指導事項連絡カードという制度がある 
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ということを、パンフレットをもらって二人で検討 

したわけです。

これが施行されたのは去年なんですが、その 

方もこういう制度があるということを知らなかった 

んですよね。東京都の女性青少年室から資料 

を取り寄せて初めてわかったのです。良い制度 

ができていても、それを知らない人がとっても多 

いし、上司もまたこれを知らない。資料を持っ 

ていって、ここにこう書いてある、ああ書いて 

あるというふうに出していくと、上司の方も、い 

や待てよ、法律にこう書いてあるということは、 

これを守らないと自分が責任を問われるんじゃな 

いか、雇用者側としての責任を感じはじめるわ 

けです。そうすると、じぁあ、休みをあげましょ 

うということになってくるんですよ。必要な休みを 

くれないということを労働基準局に訴えられると困 

るなということを資料をいっぱい見せると、雇用 

者も気がつくわけです。

その方はもうすぐ出産になりますけれども、十 

分な休みをいただいてよかった、雇用機会均等 

法の改正に間に合ってよかったと言っています。 

彼女もかなり長期間、休みをとるわけですから、 

職場の中で風当たりが強いのはがまんしなきゃな 

らない。つらい思いをしていることもある。けれ 

ども、私がこの権利をとることによって、つぎに 

妊娠する人たちも楽になるんだと、権利を主張 

することの大切さがわかってきましたと言っていま 

す。「私の前に妊娠した人は、幸か不幸か丈夫 

な人で、妊娠中も産休までほとんど休みをとらず 

に働いていた人なんです。だから、私がこんな 

に具合悪いと言っていると、いやな顔をされるん 

ですけれども、自分が主張することによって、 

つぎに妊娠する人も権利を主張しやすくなるから 

がんばって休暇をとります」と。

ですから、誰かがきちんとやっていかなけれ 

ばいけないということだと思います。

會妊娠•出産、深夜業

—セルフ■ヘルプ、そして行動

【今井】っぎに、妊娠中、そして産後1年間の 

女性に対する問題についてなんです。今回の 

改定で、受診時間の確保であるとか、連絡カー 

ドの問題であるとか、ずいぶんと前進した点もあ 

ると思うのですが、先ほどのお話にあった中で、 

そうは言ってもこれまでは女性の中でも、妊娠し 

たことのある女性とそうでない女性の間には、私 

とあなたは別よという意識がどうしてもあったと思 

います。男女共通ということがキーワードになっ 

てきたこの改定以降の時代では、妊娠している 

人に対してはどのような前進があったのか、そ 

れを今度は女性並みというふうに先ほど中野さ 

んも言われましたが、ほかに体の具合が悪いと 

きに「妊婦並み」ということを勝ち取っていけな 

いかというようなことで、やはりひとつの目に 

なっていくことだと思うので、少し法的なことと、 

深夜労働のことを含めて、診療行為ということに 

ついて今回の改定でどのような変更があったかと 

いうことを、中野さんから解説をお願いします。

【中野】みなさんのお手元に表があると思いま 

すが、その深夜労働の部分を見ていただきま
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す。健康診断など、という部分があります。

深夜を含む業務に常時従事させるという場 

合、これは交代勤務の場合を想定しているわけ 

ですけれども、その場合に、ひとつは定期健康 

診断というものが事業主に対して義務づけられ 

ているわけです。その場合に、雇い入れ時、あ 

るいは深夜業への配置換えをおこなうとき、そ 

れから6力月に1回について、定期に医師によ 

る健康診断をおこなわなければならないというこ 

とが義務づけられているわけですね。

その結果、もし異常があった場合には、医師 

の意見を参考にして参考にして、必要があると 

認められるときには労働者の事情を考慮した上 

で、深夜以外での時間帯に就労することができ 

るように作業転換だとか、労働時間短縮等の措 

置を講じなければいけないことが義務づけられ 

ている訳です。新しい労働安全衞生法の改正 

点は今国会で審議されていますので、まだこう 

いうことが義務づけられましたということは言えな 

いんですが、自発的な労働者の定期健康診断 

以外の場所での健康診断の結果に基づいて医 

師などから健康を確保するために必要な措置に 

ついて意見を聞いた上で、その中味に沿って 

様々な就労上の配慮をしなければならない、と 

いうことになってきています。

妊産婦に対する深夜労働の制限についても作 

業転換の請求があった場合は,軽作業に転換 

させるというように様々な権利が認められている 

訳ですが、これらの権利が実際上考慮されて差 

別なく昼間の勤務に転換できたとか、あるいは 

他の軽易な作業に転換できた事例というのはま 

だまだ少ないのが実際。なぜ少ないのかと言え 

ば,実は権利を保証するのに充分な規定に 

なっていない。請求したとき使用者がこれに従っ 

て軽易な作業に必ず転換させなければならない 

というものはないのです。この辺はかねがね改 

善される必要があると指摘されてきたところです。

［今井】妊娠している方たちに健康診断までに 

間が空いて、なぜ健康診断に来なかったのです 

かと聞くと、会社が忙しかったということがよくあ 

ります。今回はそれについて請求があったら行 

かせなければならないとか、母子手帳を見せろ 

と言ってはいけないとかということがあるようです 

けれど。

【丸本】まだそういうことを知らない人が随分い 

るんですよ。通院のための休業は,労働者の 

側で有給を使うのではなく、雇用者側が通院休 

暇として認めなければならないと改正されたんで 

すよと言っても、そんなことはないですよ、うち 

は駄目だと言われてしまいます。それではせっ 

かく法律が改正されても何にもならないわけで、 

雇用者の方も知らないのか、知ってて知らない 

ふりをしているのかどうか分かりませんが、労働 

者の方も要求していない。施行後一年経つわ 

けですけれど、きちんと権利を主張できている 

人は少ないんじゃないかと思います。それから 

改正されて通院休暇が取れることは分かっては 

いても、とても忙しくて今取れないと言う人もいま 

す。せっかく法律ができても利用しなければ意 

味はないと思いますね。

【今井】私自身医師の立場で、同業者の問題 

として感じるところがあるのですが、先ほどの深 

夜労働に従事する労働者による自発的健康診 

断に基づく措置というのが実現した場合,自発 

的に健康診断を求めて来た労働者に対して、私 

たちが深夜労働の問題等も十分に理解した上で 

適切な判断ができるかという現実的な問題があり 

ます。

【丸本】例えば「月経がこなくなってしまったとい 

う現象はストレスや仕事の問題からきている」と 

いうことが分からない医師がまだ多いんじゃない 

かな、と思います。今までは働く女性が婦人科 

18安全センター檜報1999年増刊号

に行くことが少なかったせいもあるのでしょう。 

けれども、1回の診察だけで月経の問題が仕事 

と関連することを証明するのも困難なものです。 

ですから、本人がきちんと自分で記録をつけて 

いないと証明するのは難しいだろうと思うことがあ 

ります。よく「生理休暇を下さい」と言うと、「そ 

んなにつらいなら病気があるんだろうから病院 

に行って診てもらえ」と言われたという話を聞き 

ますが、病気がある•なし、という問題ではな 

いんですね。お医者さんに行けば病気がある 

かないかは分かるでしょうけれども、病気がなく 

たって具合が悪いときはあります。でも、今の 

医療は病気以外の苦痛に対しては何もできない 

というのが現状なんですね。

何でも医者に行けば解決するというような健康 

に対する考え方は改めてほしいのです。セル 

フ•ヘルプと言いますが、自分の健康は自分で 

考え主張するトレーニングを積んでいかなけれ 

ばいけないんじゃないかなと思います。

•年齢•性の差を超えて

職場を変えるために

【今井】セルフ•ヘルプ、自分のことは自分で 

把握し、理解'するとハうことは43っしゃる通りだと 

思います。-

職場の問題に限定すると、働く仲間同士でど 

う考えていくかということについて、お二人から 

それぞれお話がありましたが,中野さん、先ほ 

どお話の最後のほうで、女並、男女共通という 

ところにしっかり立てない組合では駄目だ、と 

おっしゃっていたと思いますが、各々の職場で 

内部の事情も考えていくことでしようが、具体的 

に働き方、この法の問題で言っても家族という 

ことを一人ひとりがどう考えるか、自分の健康を 

守るということを職場、組合のなかでどう語り 

合っていくかということにアドバイスいただけたら 

と,思います。

【中野】どう語り合うかという前に、自分自身が 

どんなにアブノーマルな働き方をしているのかと 

いうことをみんなが自覚しないと仕方がないとい 

う現実があるわけですよね。女性も仕事と家庭 

を抱えながら分秒刻んで子どもたちに怒ったりし 

て、決してゆとりを持って生きている感じはしない 

ですよね。どんな働き方をすれば人間として生き 

ているという実感が持てるのか、というところの 

コンセンサスが日本の社会は非常に弱いと思い 

ます。先ほど丸本さんがおっしゃいましたけれ 

ど、自分の体の具合の悪さを職場の環境と結び 

つけて理性的に捉えていくという場合に、何が 

問題なのかという視点を持つということが最低 

限、必要だと思うんですね。そのときに自分の 

体が悪いというのではなくて、働き方が問題なん 

だ、企業の労働の組織のあり方が問題なのだと 

いう具合にして、自分という主観的な存在から 

もっと客観的なところに視野を広げて体系的に考 

えることができる人になること。私はトラブルメー 

カーになると言っているんですけれど、自分で 

問題を弓Iき取ってしまうのではなぐて周りを変えな 

ければいけないという視点で物事を捉えられる 

目を養っていくことが極めて大切だと思うんです。 

そして、本当にあなたは幸せですか、という問 

いかけを職場で働いている一人ひとりから意見 

交換して勉強し合えることが大切だろうなと思うわ 

けです。第二に必要なことは何を変えればいい 

のか、ということ。男女の考え方の違いはある 

でしょうし、男性が気づかなかった問題を女性た 

ちから突きつけられていることも沢山あると思い 

ます。

そういうことについて職場の中で議論できてい 

るのか、議論できる素材を女性たちが投げかけ
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ているのか、ということが問われるのでしよう。し 

かし、周囲が変わることを待っていたら今がもた 

ない、もっても定年になってしまう。これは大変 

大きな問題です。自分たちが幸せに生きられる 

職場環境を作るために、まず説得をするという 

発想ではだめ。何よりも行動だと思うんですよ。 

女性たちがまず行動する、36協定の締結の 

委員もまず自分がなる、行動を起こすことだと思 

うんです。不平等があるなら自分の賃金は是正 

しろということを、個の権利を行使して行動する 

ことですよ。行動を継続し、諦めないで粘り強く 

やったとき、初めて男たちはその要求が正当な 

ものであったと認めるんだ、というふうに腹を« 

らなければならない。だから自分の取り組みを

正当化するために議論は大切だと思いますけれ 

ど、まず行動ありきというところで頑張っていっ 

てみたいものだなと思います。

【今井】ありがとうございます。もう一つ質問さ 

せていただきたいことがあります。先ほど丸本さ 

んのお話の中で、働く人たちの健康状態は必ず 

しも均一化したものではなくて、男女の問題もあ 

るし、年齢的なものもあるだろうとおっしゃいまし 

た。そこで、女性ということで言えば更年期にい 

ろいろなことがある中で、更年期の人たちに対 

して今後どのようにすべきかということをお話しい 

ただきたいのですが。

【丸本】更年期というのは、50歳前後の女性た 

ちに閉経に伴う体の変調が来る時期をいいま 

す。女性が更年期に入る年齢というのは、男 

性に過労死が多い年齢でもあるんですね。私 

は、更年期を女性だけの問題として捉えるので 

はなぐG中高齢者の働き方と健康という枠の中 

で捉え直したらいいと思います。年齢が高くなる 

と誰でも若いときのようにバリバリ働けなくなるの 

は当たり前です。私だって2◦代の頃は一晩くら 

い徹夜をしたって平気だったけれど、30代に 

なったら徹夜なんかしたら体にガタがきます。40 
代になったらほとんど無理ですね、50代になっ 

て20代と同じことしたら過労死するんだろうと思 

います。そのように、人間の体力のピークは20 
代くらいなんですよ。人間の体はその辺を境に 

衰えてきます。ですから、粘りが利かなくなった 

と病院に来る人がいるのですが、それは当たり 

前のことで、むしろ、人間の当たり前の体の変 

化を受け入れない労働条件のもとで、非人間的 

な労働を強いている方がおかしいわけです。

女性は几帳面できちんとやらなければ気がす 

まないという人が多ぐて、粘りがきかなくなったの 

は自分がいけないと思ってしまう。更年期は体 

調が悪くなりますし、精神的にも不安定になり、 

立場上も中間管理職など上と下の板挟みになっ 

ている人が多いんですね。面倒なことを押し付 

けられる立場になっている人が多いんでしょう。 

男性だと部下に任せられる年齢になるのかもし 

れないけれど、女性だと私がブラブラしていたら 

若い人に示しがつかないと思って頑張ってしまう 

人が随分多いんです。余計つらいわけです 

ね。ですから、更年期も含めて中高齢者は20 
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代と同じペースで働くことはできないんだ、これ 

は人間として当たり前なんだ、ということをまず認 

めることですね。その上で、男の人でも成人病 

を抱えている人は沢山います。高血圧とか心臓 

病杜ゝ無理をすれば過労死を招くような危険な成 

人病を抱える人もいます。ですから更年期の女 

性の健康に配慮されるような職場というものはイ 

コ—ル過労死を予防できる職場でもあるわけで 

すよね。更年期は女性特有の現象であるけれ 

ど、中高齢者の健康という視点で考えると女だ 

けの問題と特別扱いされることはないと思いま 

す。

妊産婦に通院休暇が認められているのだか 

ら、高齢者には病院に通う休暇を認めてほしい 

という主張はしてもいいんじゃないかと思います。

【今井】更年期休暇を認めている企業もごくごく 

わずかですがあると聞いていますが。

【丸本】教職員組合の一部には、協定に生理休 

暇の振替として更年期休暇をとっているところも 

あると聞きましたけれど。

【今井】そろそろトークセッションの時間も残りわ 

ずかですが、みなさんの質問をお受けする前に 

これは話しておきたかったということがありました 

らお願いします。

［丸本】体の問題は個々に違うけれど、これま 

でも丈夫な人が弱い人の足を引っ張るという現 

象があったと思うんです。でも体が丈夫な人で 

も、この高齢社会で、定年まで働こうと思えば 

いつかは、自分も若いときのように働けないと 

きが来るんだなということに、もう少し想像力を 

働かせなけれt尤いけないと思うんですよ。そう 

すると、体の弱い人たちや、月経のつらい女性 

たち、そして妊産婦に対しても優しくなれると思い 

ます。いつまでも20代の体力が続ぐわけではな 

いのだから、それを基準に働くことはできないん 

だという認識をもつことによって、性差や年齢差 

を超えた体の問題についての討論ができるよう 

になるのではないでしょうか。

【中野】個の権利を中心にして話が展開されて 

いますが、もし参力［Jされているみなさんの中に、 

労働組合や職場の労使関係の中でこうした問題 

をどのように取り上げていけばいいか、という問 

題意識をお持ちの方がいらっしゃいましたら、ぜ 

ひ次のことを念頭r置いていただけれ(ずと思い 

ます。

まず、第一は時間外、休日に関する制限を 

どのようにしていくのかというときに、労働時間 

を規制するという原則の基本に立ち返ることに労 

働組合含めて徹底してやっていただきたいと思い 

ます。時間外•休日労働を規制するために36 
協定があるんですが、必ず締結しなければなら 

ないというものでは毛頭ない。したくなければ締 

結しない。時間外休日労働を命じる権限を使用 

者に与えてやるかどうかを労働者サイドに実権を 

握らせた制度が36協定のもともとの趣旨です。 

それが非常に形骸化されてしまった現状があり 

ます。現状の36協定はどうしようもないと映る 

かもしれないけれど、ここのところを抜本的に法 

制度の基本に立って運用させていくためには何 

が必要かということでぜひ取り組んでもらいたい 

と思います。そして、締結期間が1年だとか3 
力月だとかいうのは何を言っているのかと私は思 

います。どうしてその有効期間を1力月と制限し 

ないのか。制限した上で、絶対に36協定を超 

えては抜け駆け的に働かないという団結をどうつ 

くるか、ということもあるわけです。

時間外休日をやらざるを得ない、拒否する権 

利があると言うが忙しいから仕方がない、その 

辺どう考えてくれるのかと質問されると、ちょつと
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むかっ腹立っちゃうんですね。なぜかと言った 

ら、自分たちの働き方をコントロールできるくら 

いに人員を十分配置させるために36協定を活 

用すればそういうことはできてくる、できている職 

場もあるということをみんなが知らなければなら 

ないと思います。ドイツに行けば1力月に1回、 

職制は針のむしろですよね。なぜかと言えば、 

協定の中味が守られているか点検して、守られ 

ていなければ、なぜ守れなかったのかという責 

任を追及されるからですよ。そういうことを36協 

定の節目節目でやっているのかどうか。やりも 

しないでいて、人員については経営の専権事項 

であるから何ともならなぐT、それでも拒否できる 

のかというのは、私はやるべきことを全てやって 

いないところから来るのであって、もう少し働くも 

のの権利についてきちっと自覚が必要だと思うん 

ですよね。その責任は女性たちばかりにあるの 

ではないと思います。今までの職場の実権を 

握ってきた人たちにあるのであって、それを問い 

直していくということが重要だと思います。

深夜労働にっいてですが、深夜労働に従事し 

たいという女性がいるかもしれません。その場 

合に、これを機会に男性も含めた深夜交代勤 

務を人間的に再編成していくという動きが起こら 

ないのかということです。女性たちにはノーとい 

う権利があるのですが、男性たちにもこれは保 

障されるべきです。個別のレベルではなくて、深 

夜交代勤務に組み込まれてヒーヒー言っている 

人たちがたくさんいるわけで、男女共通に深夜 

労働免除請求を認めた法律上の前進を活かし 

て、家族的責任を持った労働者にもう少し人間 

的なローテーションの組み方を、という男も女も 

働き方の交代勤務の枠を変えていこうということ 

になって初めて私は労働組合だと思うんです。 

こういう法制度の変更をただ規制緩和の方向で 

批判するのではなくて,活用できるところは活用 

していく、地べたを這いずってでも一つひとつ充
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実させていくどん欲な職場であってほしい。その 

ために協力できることは何かということで、今 

日、集まったわけです。ぜひそういう視点で議 

論してほしいと思います。

【今井】ありがとうございました。

□ラ厶

—働く女性の健麇不安™

労働ストレフがもたらす心身の不調。 

具体的にはどんなものがあるのだろうか？

産婦人科の診察室を訪れる女性たちの声を紹介しよう.

*月経因難症

子宮内膜症で通院中のAさん

月経時の強い痛みと多量の出血で,「特に2日目,3日目は本当にシンドイんです」

このところ残業と休日出勤が続き,慢性疲労状態だ.月経時の症状も重くなる.「痛みがいつも 

より強くなって,鎮痛剤の量も増えてしまいました.腰湯でからだを温めると調子がよくなるのだけ 

ど,疲れすぎていてシャワーを浴びるのがやっとで,腰湯もさぼっていて,余計に調子が悪くなっ 

ているし…」

*月経不順

月経周期(月経の初日か5次の月経の前日までの日数；25〜40日が正常)が

60日以上となってしまった就職して2年目のBさん

「大学生の頃は,勉強や就職活動がどんなにハードでも生理はそこそこ順調だったんですけど 

プロジェクト•チーム毎に割り当てられた調査の仕事をこなしていくには,夜中まで働いて,そ 

のまま職場のソファーで板眠をして,翌日の仕事を続けることも珍しくないという.「期限までに自 

分の分担がやりきれるかどうかでいつも頭がいっぱいになってるんです.生理がどんどん不順に 

なっているのも心配だけど,あんまり忙しいと,それもどうでもよくなってしまうような感じです」

律更年期障害

「ここ1,2年,のぼせや発汗が気になっていたけれど,3力月ほど前か5、

それがひど <なり,そのうえ精神的な落ち込みやイライラがひど くなって,

とてもっらいんです」というCさん

半年ほど前に職場にパソコンが導入され,「パソコンの操作をおぼえるか,退職するか」の二 

者択一を迫られ,夢にパソコンが出てきてうなされるような日々が続いている.「体調も最悪だし, 

いっそ辞めてしまおうかと悩む毎日なんです」 1
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ディスカッション

•雇用条件、職場環境

_権利を主張するのはあなた自身

【今井】中野さんに法的なことについての質問が 

多く寄せられています。似かよった質問を検討 

の上、回答いただきたいと思います。

【中野】質問というわけではないのかもしれませ 

んが、こういうご意見が寄せられています。 

「今、会社と係争しています。会社は本訴をした 

くないので、ある程度私の主張を通す形で私を 

会社に戻すかもしれないけれど、配置転換や 

深夜労働への就労、遠距離通勤をさせるような 

場所への異動などが考えられます。その場合、 

断ることは可能ですか」というものです。この方 

の状況の中で、これを断ることは可能だというの 

はやさしいんですが、職場に戻るかどうかの綱 

引きの中で、どういう選択をするのかということ 

もあろうかと思います。そういう意味でこのケー 

スにこの場でお答えすることはできないので残念 

です。

会社の合理化が広がっているなかで、女性が 

今まで配属されていた場所をなぐT、閉鎖する. 

そして配置転換先は一定の深夜労働が含まれる 

先しかないという場合、本当に困ります。

例えば、私鉄の関係の方がここにいらっしゃる 

かどうか分かりませんが、バスガイドさんの職場 

がなくなるという場合に、会社は雇用は守ります 

と言うんだけれど、深夜交代勤務に組み込まれ 

るような働き方の転勤先しかない、深夜に働け 

るか、深夜を拒否するならばこの場所すらなくな 

るわけだから、退職せざるを得ないというシビア 

な選択を迫られることがある。合理化を伴った 

深夜労働の義務づけが法的に許されるのかとい 

う問題があるわけですけれど、この点について 

は就業規則などによって深夜勤務への配属が義 

務づけられるのか、という問題と同じように処理 

をしていべきだと思います。どういうことかとい 

うと、合理性がある場合はやむを得ないかもし 

れないけれど、逆に言えば合理性がない配転、 

義務づけは法的に許されないとして、きちんと対 

応すべきだと思います。では、合理性がある場 

合とは何かというと、一つは深夜労働は体や生 

活に深刻な影響を及ぼします。働き方をガラリと 

変える、従って労働者の同意がなければ従事さ 

せられないという原則に立つべきだと思います。 

これに応じなければ、雇用を否定せざるを得な 

いという合理性とはなんなのかといえば、合理 

化をしなければならない経営上の必要性、高度 

の合理性が認められるのかどうかということに 
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なってくると思います。

整理解雇が認められるのかどうかというレベル 

で、法的に判断されてきた検討材料というレベ 

ルで、労働者の権利を確保するための基準を 

作っていく必要があるわけで、おそらく裁判に 

なったとしてもそういった基準で合理性云々が決 

められていくと思います。従って、さしたる根拠 

がないのに、例えば今回のような法改正が行わ 

れた、それに伴って女性の職場をなくして深夜勤 

務に組み入れていぐ:いう措置は全く合理性がな 

いですねQ労働者に不利益を強いなけれtずな 

らないような経営上の必要性、合理性があるか 

どうかという観点からすれば、法改正が行われ 

たからといって女性に深夜に就いてもらいます, 

そのために労働組織を変え

ます、ということは:許される S
わけはない。そうした視点で J/
きちん対応していくことが必 ’

要だと思います。 5
それからいろいろな事情が \

あって深夜パートで働き始 .

めた、とたんに月経が止

まってしまったという訴えがこ

ちらにきています。後者は

丸本さんにお答えいただければと思いますが、 

新しく法制度が深夜労働を解禁したのだから、 

例えば女性専用のラインを設け、女性で深夜働 

くという人を迎え入れる。こうした中で、パード 

深夜働くという極めて低賃金なグループを作って 

いくという政策を実施する企業も増えていると聞 

いています。しかし、私はそういうやり方は、今 

回の男女雇用機会均等法の改正の趣旨に反す 

るものだと思います。なぜかというと、今回の解 

禁措置は女性の社会的地位を高めるため,男 

女平等を促進するためにとられたわけで、決し 

て低賃金で劣悪な環境の下で働く女性を多くする 

ために導入された措置ではないからです。もし、 

深夜労働に極めて低賃金で女性を使っていく企 

業があるとするならば、私たちは法の施行につ 

いて、労働大臣が改めて調査をし、指導し、勧 

告をすることができるというあの均等法の制度を 

フルに活用して、こうした職場をどんどん告発し 

ていくべきだと思います。

労働大臣に対する手続きは紛争の当事者、 

自分が権利の主体であるということでなくても、 

それが問題だと感じてし砀人であれば誰でも申告 

することができます。法の趣旨に添わないiうな 

女性の活用が行われている、ということであれ 

ば当然のことながら処遇の改善のために何らか 

の措置を講じるべきだという指導をさせるべきで 

ありますから、そういった手段、方法を果敢に 

使っていくべきだと思います。こういった過酷な 

状況の下で働く人たちが増えることを.私は懸念 

しています。今、私の手元に、派遣が自由化 

された場合に女性たちの働き方がどうなるのか、 

多様化されるということは要するに均等法の適用 

を受けない女性たちが増えるのではないか、そ 

れに対してどうすればいいのかということを考え 

たときにみんな正社員だったら均等法を活用でき 

るかもしれないが、雇用が多様化されてくると分 

断されてしまうのではないか、という心配の声が 

何枚か寄せられています。

私はこの方々が、おっしゃる通りだと思いま 

す。とくに派遣が自由化されてしまいますと.今 

までは専門的な適用対象業務の枠内で派遣が 

許されていましたが、これからは一般事務です 

とか、色々なところで派遣を活用していくことが 

許容されていくと思います。レジュメの①から 

ずっと書いてあります最近の女性労働の現状と 

いう部分で派遣を一旦導入した企業で、社員が 

どれだけの割合で働いているかを示すデータが 

ありますが、建設業は4分の1くらいの人が派 

遣で働いています。こうなりますと賃金はダンピ 

ングされっぱなし、派遣元会社の競争が厳しくな
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ればなるほど労働者の賃金はたたかれていきま 

す。従って、女性たちがこの市場にたくさん参 

入してくると、男女間の賃金格差が大きく広がる 

ことを意味します。企業は労働法上の責任を負 

わなくて済む、というところから深夜であるとか 

過酷な労働にこういった安上がりで労働法上の 

責任を追わなぐCもいい労働者を導入してくるの 

でしょう。そういうことを許すのかどうかが今大き 

く問題になっているのです。

派遣の自由化に反対するという声も上げてい 

かなければなりません。何より正社員の中でし 

か、男女の機会均等を問えないという構造を変 

えていかなければなりません。多様な形態で働 

くことのしわ寄せが女性たちに向けられているわ 

けですから、男女平等の問題として、雇用形態 

を超えて、平等の処遇を実現していくという方向 

に今回の改正は歩を進めるべきだったと思うので 

す。

しかし、積み残した課題がたくさんありました。 

その中の一つが、パ—卜とか派遣とかで働く人と 

の格差を解消していく法的な措置が講じられな 

かったということです。本当のところ丸本さんの 

ところにいっております質問票の中に、パートと 

いうのは“怪我と弁当は自分持ち”で、権利が 

保障されていないという訴えがありますが、パー 

卜にも人間として生きていくにたり得る権利が保障 

されているはずなんです。しかし、それが行使 

され保障されることになっていないというところ 

に鑑みると、格段の権利のための法制化が求 

められてくるわけです。そして賃金の平等を広げ 

て確保していける法的措置が不可欠になってくる 

と思います。均等法では一定の国会での決着を 

見、綱引きが職場の中に及ぼされるようになり 

ましたが、その他にも国会で要求していかなけ 

ればならないことはたくさんあるということを申し 

あげておかなければならないと思います。

「労働省にある女性少年室というの存在は本当

に女性問題において女性の味方なのでしょうか」 

という質問がありました。(会場から笑い)笑い 

が漏れているということは、この通りであると痛 

感していらっしゃる方もたくさんいらっしゃると思い 

ますが、私はこういう機関は不十分なところがた 

くさんあるわけで、私たちの手でどう育てていく 

のかという視点がないと育たないのだと思いま 

す。経営者のための機関になるか、働■くものの 

ための機関になるかは私たちの働きかけ次第な 

のではではないでしょうか。おそらく担当者の姿 

勢を見せ付けられるにつけ,この機関は一体 

何なんだ、労働者のための機関なのかと怒りた 

い気持ちは分かりますが、そういう怒りは私ども 

にぶつけていただいて、みんなで、こういうふ 

うに解決していくものだということを担当者に教え 

ていくという粘り強い取り組みをやっていきたいと 

思います。今、婦人少年室は、事情を聞きた 

いから来て下さいということではなく、自ら足を 

運んで、動いて、企業を指導するという積極的 

な姿勢を持つようになってきています。座細なこ 

とでも窓□を通じて全体的な差別を改善する措置 

を講じた例もありますので、ぜひ諦めないで積 

極的に活用して育んでいきたいと思います。

次に、怒りとも取れるご意見があります。「個 

の権利の確立と組合としての連帯が矛盾すること 

はないのか。行動することは大事だが、益々時 

間を取られて家族が犠牲になっていく矛盾があ 

26安全センター情報1999年増刊号

る」。私は、本当にその通りだと共感せざるを得 

ないんですけれど、実は働きかけるときに時間 

を取られることを、みんなの英知で変えていく必 

要があると思います。こういう言い方で逃げる 

のは卑怯だと言われるかもしれませんが、私は 

改めて、こういう時代だからこそ労働組合のル 

ネサンスが必要だと思います。今まで労働組合 

というのは、労働組合の権利を確保するという 

ことを一定の自らの目標に置いてきましたけれ 

ど、女性だとか家族的責任を抱えた人たちが労 

働組合の中心を担っていくために、これまでの 

労働組合活動のあり方を根本的に変えていくと 

いう自己変革が迫られることは間違いないことで 

す。夜遅くまで.煙がもうもうとしているような場 

所で議論に付き合えというのはとてもじゃないけ 

ど我慢できないわけです。きちっと夜遅くなく、ク 

リーンな場所で(笑い)、団体交渉を夜遅くまで 

やるというのはこちらの強みですが、少なくとも 

内部の意思統一をするところで、環境まで男た 

ちが作ってきたものにどっぷりと浸らなければな 

らないという必要などはないはずです。そういう 

ものも含めて変えていくためには、時間内の労 

働組合活動をどう保障するか、あるいは自分た 

ちの働きかけの時間を昼間に設定するためには 

どう職場を変えなければならないのかという観点 

から、労働組合の権利のルネサンスを求めら 

れる時代にあるのではないかと思います。私 

は、こういうご意見は前向きな改革のために職 

場の中に出してほしいと思います。

•諦めない！

-使える制度はフル活用で

【今井】からだのことについても制度の活用を含 

めて色々な質問ご意見がありますが、丸本さ 

ん、いかがでしようか。

【丸本】ここにいろいろと「こうだった、ひどい」 

というご意見が寄せられています。しかし、これ 

らの事態を招いたというのも、一つには現在の 

法律が十分ではないにしても、それを活用してこ 

ない人があまりにも多かったからではないかと思 

います。

それから、何とか自分一人で解決しようと思っ 

ていて、みんなで解決しようとしてこなかったとい 

うことが原因ではないかなと思います。私の勤 

めているところは下町ですから零細企業がすごく 

多いんですよ。労基法すら知らない、無法地 

帯と言っていい企業がまだまだ多い。例えtx、 

「妊娠したら会社を辞めてくれ」、こんな妊娠を理 

由とした退職の強制は労基法違反ですが、それ 

を言っても、本人の方が「うちはそういう規則だ 

からしようがないんですよ、辞めたくないけれど」 

と諦めてしまっているわけです。法律で権利が 

認められていても、それを行使しなければ権利 

はどんどん後退します。雇用機会均等法が改 

正されても自分一人の努力で何とか立ち回って 

みよう、ということだったらで取れるものも取れな 

いのではないかと思います。例えば妊婦に夜勤 

免除があることを知らなかった病院の看護婦さん 

や総婦長もいました。総婦長のところに「妊娠 

したから夜勤を免除してあげて下さい」と言った 

ら、「そんなことしたらローテーションが組めなく 

なる」と言うので「労基法違反で訴えられますよ」 

と言ったら、「そんな規則があったんですか」と 

いう始末なんてす。

被雇用者の方も要求するものを要求してこな
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かったという結果がこの事態で、健康破壊され 

た人は自分が仕事が辞めることで『解決』して 

きた。辞めたら何も解決しないんですよ。それ 

から個人で何とかしようとしても解決がっかない 

んです。「深夜業を始めたら月経がなくなった」と 

いうのも珍しい話ではないんです、だけど、じゃ 

あ医者のところに来て、深夜業をしたから月経 

がなくなったと診断書を書いてくれと言われてもそ 

れは難しいことなんです。仕事が原因だというこ 

とを証明するには、かなりのデータの蓄積が必 

要だからです。それから体と仕事の関係で自分 

に有利な診断書を書いてほしいと言って来る人 

がいるけれど、医者の方でもカレー毒物混入事 

件などもあって、この頃は診断書の真偽が厳し 

く問われるので、仕事内容や前後関係を知らな 

いところで安易に診断書を書けないという風潮が 

あります。

そこで利用できるものの一つは産業医です。 

会社で50人以上を雇用しているところでは産業 

医を置かなければならないという制度があります 

から、産業医の人たちと相談するのがいい方法 

ではないかと思います。会社の労働事情も労働 

者の置かれた状況もよく知っている産業医を味 

方に付けてしまうわけです。産業医だって雇用 

者側奇りの意見しか言わない人もいますが、そ 

の人たちを味方に付けることが一っの方法だと 

思います。

もう一つは、ここには出てこなかったんです 

が、労働安全衛生法の中で、労働者の健康診 

断を義務づけている条文があります。ここに寄 

せられた質問票の中にも書かれていますが、 

「病気が見つかるとリストラの理由fこされてしまう 

のでは」あるいは「プライバシーかそれとも健康 

か」と悩むこともあります。でも労働安全衛生法 

や労®安全衛生規則はあくまで労働者の健康を 

守るために作られた法律で、その中で定期健康 

診断が認められているのだから、定期健康診 

断で異常が発見された場合、雇用者は労働者 

の健康を守る配慮が必要だということがきちんと 

書いてあるんです。だから解雇なんてことは絶 

対に許されることではないんです。退職を強制 

されるなら組合で闘わなければいけない。解雇 

されることを怖がって無理に無理を重ねて過労死 

するのとどっちがいいか考えてほしいんです。

個人のプライバシー情報もむやみやたらに流し 

てはいけないとことになっています。「会社で勝 

手にHIV検査をされた」というようなことがありま 

したが、こんなの違法に決まってるんですよね。 

こういう違法がまかり通る現状を誰が許したのか 

ということです。私たちが権利というものをちゃ 

んと自覚していかなかったら後退するばかり。健 

康な人は生き残って、体の弱い人はリストラか 

自主退職という形に追い込まれ 女性も月経が 

こなくなったら将来子どもが産めなくなってしまう 

のかしらという不安にかられ、退職する人は珍 

しくありません。でも、退職しても何も問題は解 

決しません。妊産婦の保護というのも子どもの 

ための保護ではなく、健康で妊娠出産を向かえ 

られるための私のための保護なんです。健康な 

赤ちゃんを産むための保障ではないんです。そ 

れを「こんな職場で働き続けていたら、健康な 

赤ちゃんが産めなくなってしまうのではないか」と 

か、「労働条件がきついために早産なんてしてし 

まって赤ちゃんにすまないJと思っている人たち 

がいるけれど、謝らなければいけないのは雇 

用者の方で、自分じゃないんですよ。そういう 

ことをはき違えないようにしてほしいです。

それから病気の問題、「労災」と「私病」とい 

う区別についての質問がありますが、「私病」と 

いう言い方はずるいと思います。病気は個人の 

ものなんです。けれど同じ病気にしても労働条 

件がきついとか、悪い環境にあれば悪化する 

んです。心臓が悪いといえば個人の問題だろう 

けれど、同じ心臓が悪CTも働き方がきつけれ 
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ば過労死になるし、緩やかな働き方が認められ 

ていれば、病気と一緒に健康的に働くことがで 

きるんです。健康は個人努力だけで達成できる 

ものではないんです。生きている環境の中で健 

康があり、環境のひとつに働く場所があるわけ 

です。ですから「労災」か「私病」かという分 

け方をされること自体がまやかしではないのでしよ 

うか。労働者はまやかしに騙されないようにして 

ほしいなと思っています。

【今井】妊婦さんの通院休暇の権利のことで質 

問されている方があって、昨年4月1日の母体 

保護法関連の権利のことで、権利は認められた 

が賃金保障はされていない。健保からの給付と 

か、有給化に向けた医療の診療に携わる立場 

からの問題提起が必要なのではないかというご 

意見がありますが。

【丸本】有給かどうかは労使協定で決めるよう 

にと書いてあります。

【今井】有給にするようにと診療に携わる医師 

や助産婦が手を挙げるべきではないかというご 

意見なのですが。

【丸本】賃金の問題にまで医療者が関わるの 

は難しいと思います。医療現場にも過酷な働き 

方を我慢している人たちが多くて、偉そうなこと 

は言えないということも

あります。賃金体系の

ことは医療以外のとこ シ

ろの問題があって、有

給にしてしまうと逆に取 s k
りにぐく なるという声も出

ています。職場の事 、
情によって違うので医 ベ

療サイドから一*概にこ T

うすべきだとは言いにくいのです。ただ、通院 

のための休暇がどんな場合でも確保されなけれ 

ばならないというのは、医療者が言わなければ 

ならない。婦人科の団体の中でも、雇用機会 

均等法の改正に伴って「妊産婦が求めてきたら 

母性健康管理カードを書いてください」という通 

達は一応は出ています。ですから一時代前に 

比べたら、働く妊産婦に対する保護を徹底させ 

ようという機運は出てきていると思います。

翁問題解決は職場のみんなで

【中野】今の問題ですが、休みを取るときに所 

得が保障されるというのは、生活のことを心配し 

ないで権利が行使できるという体制をどう作って 

いくか、保険制度とか日本の社会保障制度が 

課題どすべき基本的な問題を抱えていると思いま 

す。差別なく、そうした権利を行使できることを 

職場レベルと社会保障のレベルで積み上げてい 

くことは大きな課題だということを申し上げたいと 

思います。特に、不安定な形態で働いている 

人たちの社会保障に対する権利は、そもそも 

ベ'-スから否定されてしまうことが多い。そこを 

どう改善するかが大きな問題だと思います。

それから、ぽつりぽつりと来ている意見の中で 

こういったことを訴えておられる方がいらっしゃい 

ました。「協約で一生理期間に2日間の取得が 

認められていましたが、ここ2年くらいその都 

度、労基法の生理休暇に関する就労困難の部 

分を取り上げて、管理者によっては『寝ていた 

のか』、『薬は飲んだのか』とか『そんなtこ辛い 

のなら病院に行け』ともろもろの状態を聞いてき 

たりするようになった。それはセクハラではない 

のか、これからは労基法によって今までの労働 

条件が悪くなるのではないか、という不安があり 

ます」ということを訴えておられます。
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「労働者を守るべき法律が労働者を追い込むよ 

うな場合にどうしたらいいのか」ということです 

が、少なくとも法律が変わったことを理由に労働 

条件を不利益に変更することは、労働法上、許 

されません。今までは既得の権利としてこういっ 

た休暇を難なく取得できていた。それを変更する 

には、使用者は使用者なりに合理的な理由が 

なければならない。こういう問題は労働法上の 

権利の原則から言えば、許されないということが 

言えると思います。この場合に権利は行使して 

初めて生きてくるわけですから、追い込まれて 

いく状況を恨めしそうに見ていても仕方がない。 

これをどのように跳ね返すかです。こういうこと 

を書いてこられた方はおそらくすでに行っておら 

れるだろうと思いますので、頑張ってもらいたい 

と;思います。

非常に考えさせられるご意見も来ています。 

労働時間についてのご意見が何枚かありまし 

て、ひとつは「男の働き方を女の働き方に変え 

ていくときに、一日の労働時間の短縮も必要で 

はないか。失業者の雇用確保のためにも労働 

時間短縮は必要ではないか」というご意見で 

す。私もこれはもっともなご意見だと思います。 

今の時代だからこそ、一日の労働時間を短縮し 

て仕事を分かち合っていくことができるような社会 

を作る必要があると思います。そういう動きがあ 

まりにも鈍いので、女性たちが何かできないか 

なと思ったりもします。労働時間短縮に不可欠な

な残業や深夜業をどのように短縮したらいいの 

か、その方策に対しこういうご意見がありまし 

た。「残業や深夜業を金で買えるというやり方を 

変えていくことについては如何か。割増率を増 

やすだけでは余計金になるから残業をしたいとい 

うものが出てくる。例えば、1時間残業をしたら 

1.5時間代休を取るとか。あるいは、金か代休 

か選択できるようにすればいいのではないか。 

私はその方が女性にとって有用だと思うし,女性 

の側からこのような声が挙がってくればこのよう 

な改正は可能になると思うのですがどうでしょう 

とあります。

私は、これに対しては賛成できる部分もある 

し、そうではないなと思う部分もあります。私の 

意見としては、代休も残業代も、と思うんです。 

私は、残業代という言葉を使うのは嫌なんです 

ね。割増賃金。なぜ割増賃金が制度上必要な 

のか、私はこう捉えています。生活のためとい 

うより、一定の労働基準法の枠組を超えて働か 

せた、つまり人権を侵害して働かせた使用者に 

対する経済的な制裁措置であるということです。 

だから、割増賃金は支払われなければ労働時 

間短縮には向かわない。また、代休を取らせ 

るのであれば、希望するときにきちんととらせる 

体制をとらなければならない。これはまかり間違 

うと、変形制の一歩手前ということになりかねな 

い。規制力をきちんと持たせるためには、両方 

やらなければいけない、金をかけさせることなく 

して人員を配置する方向には向かわないので 

す。逆にこの代休措置が変形制とか経費を削 

減するという方向に使われていった場合には、 

労働時間短縮には向かわなくなってしまうことも 

含めてきちんと考えていかなければならないと思 

います。そういう意味で、私は残業代を請求し 

ない職場は最低だと思います。働いた以上は割 

り増しも含めてきちんと請求できて初めて休暇の 

権利も行使できるんだということを肝に銘じるべき 
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だと思います。

【丸本】質問の中に「どうしたらいいでしょうか」 

というものが多いんですけれど、はっきり言って 

厳しいようですが自分が主張するしかないでしょ 

う。だって、そんなにいい方法、簡単にできる 

方法があれば、みんなやっているでしょう。そう 

いう方法がなかなか見つからないんで、みんな 

こうやって暗中模索して苦しんでいるんですよ 

ね。体のことも言わなければ駄目なんですよ 

ね。婦人科の病気はもちろん、心の病気につ 

いて書いている人もいましたが、病気は恥ずか 

しいことではないと確信してください。特に婦人 

科の病気や精神科の病気は恥ずかしいと思わ 

れがちですが、誰でも病気にはなり得るので 

す。病気になることは人間である証拠です。だ 

からロに出して言ってはいけないことではないの 

です。

中野さんの話の中にありましたが、それがセク 

ハラの対象になるならきちんと抗議すべきです。 

身体のことがどんな意識の下で話題にされてい 

るかによってセクハラになったりならなかったりす 

るのです。オジサンが疲れた顔をしている女性 

に「あんた更年期なんだろう」というのは明らか 

にセクハラです。でも女性同志が「更年期だか 

ら体を大事にしようね」というならセクハラではあ 

りませんよね。「あなた生理中なんでしょう、つ 

らいなら休んでいいわよ」というのはいたわりの 

言葉です。でも男性が「お前今生理中でイライ 

ラしているんだろう」というのはセクハラですよ 

ね。月経のことや更年期のこと、心の病気は恥 

ずかしいことではないのですが、言葉の中に性 

差別的な意味が含まれていればセクハラになり 

ますから、はっきり抗議すべきです。そして、私 

たちの中でこうした病気について、恥ずかしいこ 

とではないんだという観点から、みんなで意見を 

出し合って解決していくことです。隠しておきたい 

から一人で解決しようとしている人が多すぎるん 

ですよ。みんな、自分でそっと何とかしようと思っ 

ているんです。それで、わかってくれる人だとか 

同情してくれるお医者さんをさがして、何とかうま 

くいくようなもっともらしい病気の診断書を書いて 

もらいたいと私のところに来る人もいます。で 

も、そういう意味での偽の診断書は書けませ 

ん。だから、職場の中でどうしたらいいかという 

ことをみんなで意見を出し合い、解決していって 

ほしいんです。

それから、疲れる、だるい、具合が悪いとかっ 

ていうと、よく「薬でももらえば何とかよくなるん 

だろう」と医者に来る人がいますが、これは甘 

いですね。なぜかと言うと働きすぎて疲れたんで 

すから薬で良くなるはずがありません。ドリンク 

剤飲んでいる人はたくさんいますが、ドリンク剤 

の広告なんて、私は過労死を促進するようなも 

のだと思っています。疲労っていうのは休まなけ 

ればとれないのに、あんなもの1本で疲労がと 

れるというのは、体をごまかして疲れていないか 

のように思わせてしまうことでしかないのです。 

ごまかされて働かされ過ぎた結果が過労死につ 

ながっているわけです。医者に来たって働き過 

ぎの疲労は治りません。だからこそ、自分たち 

の力で何とか周りを変えていってほしいと思って 

おります。

【今井】ありがとうございました。
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八.KU

それぞれの
現場から

•不安定な派遣労働者の生活

派遣社員• Iさん(東京ユニオン)

東京ユニオンの組合員のIと申します。派遣労働者として働いています。私たちのユニオン内に 

は、派遣で働く人たちの集まりであるハローユニオンというものがあり、派遣労働者の待遇改善に取 

り組んでいます。みなさま、既にご存じかもしれませんが、派遣は雇用する派遣事業者と実際に仕 

事をする場所が異なる変則的な働き方です。そのため,私たちを雇っている派遣元と、私たちを使用 

している派遣先の双方が上司のようなもので、ある意味では通常の宮仕えよりもやりtこくい関係であ 

ります。

また、派遣で働く多くの人たちは、1力月とか3力月といった短い契約期間で契約を結びます。たと 

え長期にわたる仕事であっても、短い期間の契約を更新しながら働き続けるというケースがたいへん 

多いのです。このようなシステムの中で、派遣労働者が働き続けられるかどうかは,一言でいえば、 

派遣会社のお客様である派遣先次第です。派遣先が、その派遣労働者をもういらないと言えば,仕 

事は終了,派遣労働者はたちまち失業者になってしまいます。実際、現場ではこのようなことがしょっ 

ちゆうおこっています。

要するに派遣は、通常の雇用形態よりも立場が弱く不安定であるといえます。派遣労働者は、同 

じ会社の人であっても職場がバラバラで、結束していくのがたいへん難しい状況にあります。だから 

派遣労働者は、ほかの労働者よりも自分の身は自分で守らなければならないという側面が強いとい 

えます。

労働法、とくに今回改正された均等法、労基法などについてよく把握し、派遣元、派遣先にいい 

ように振り回されないようにしなければいけないはずなのですが、概して派遣労働者は労働法につい 

て知りません。今回の改正の内容はおろか、4月1日に改正されたことですら知らない人はざらです。 

これは労働者個人の意識もさることながら、派遣という働き方の実状において、あまりにも違法状態
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がまかり通っていて,違法が常識になってしまっていること、派遣労働者の労働組合への加入率が 

ゼロに等しぐ自分たちの権利について知る機会がないのが原因かと思われます。

私たちは一人でも入れる地域労働組合として活動しております。このスタンスから、労働法がどのよ 

うになっているのか周知させる努力を続けたいと考えています。

®外国人女性労働者の生活は？

山岸素子さん(横浜教区滞日外国人と連帯する会)

滞日外国人と連帯する会というところで専従スタッフをしています山岸といいます。今日は、この会 

場に滞日外国人の方はいらっしゃっていないと思いますが,実際、いま日本では多くの外国人が働 

いています。私たちがふだん接している、生活相談とか労働相談、またコミュニティ組織化活動で接 

している外国人の方というのは、いわゆるニューカマーとよばれる方々で、1980年代くらいから、日 

本に働きにくる、あるいは日本人と結婚するといかたちで、日本に滞在している方々です。

女性と労働ということで言いますと、いまニューカマーの外国人の全体数は男女合わせて100万人 

強と考えていますが、そのうち半数が女性です。そして、労働ということで言えば、ご存知のように 

日本政府が外国人の単純労働を受け入れないという方針をとっていますので、ビザが非常に制限さ 

れています。多くの女性が、資格外就労という形で働いています。そのために本当にひどい権利侵 

害がおこってもなかなか目に見えない、権利が救済されないということが多くあります。そしてまた、 

職種が非常に限られているんですね。80年代に、韓国、タイ、フィリピンなどアジアの女性がたく 

さん入ってきましたが、その90%が性産業で働いていました。

短期滞在で入国して、オーバスティして、なかでもタイの女性などは人身売買の組織で働かされると 

いう、売春を強いられるようなケースもありました。例えばフィリピン人の女性などは、興行(エンター 

テイメント)ビザとよばれる合法的なビザで入国しながらも、同じようにお店で働かされ、実際はホス 

テスの仕事をしていると。おかしなことに興行ビザというのは、労働法が適用されないということになっ 

ているんですね、芸能活動ということで。実際は接客業をしているわけなんですけれども、そういう 

かたちの中で権利救済されず見えない状況に置かれていました。

そのことは、いま日本人と結婚している、もしくは離婚して子どもを育てながら日本に住んでいるとい 

う人たちはたくさんいるのですが.いざ生活のために仕事を探すときに、どうしても例えばスナックの 

仕事、バーの仕事が半数以上といいますか、実際自立していくために昼間の仕事だと生活自立がな 

かなか難しいんですね。ですから、夜のお店で働くか、もしくは、例えば夜のお弁当屋さんで働くと 

か、比較的時給がいいといわれる仕事で、しかも本当にしんどい思いをしながら働いているという状 

況があります。

90年代に入って、ラテンアメリカの女性たちが合法的に仕事をできる資格を持って入ってきました。 

ラテンアメリカの人たちは全部で20万人くらい自動車産業や電機産業の下請で働いていたんですけれ
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ども、その人たちはこの不況の中で、1昨年くらいから大量解雇にあって、その中で新い職業を見 

つけるというのが本当に難しい状況にあります。そしていま、帰国するかどうかで悩んでいるという状 

況にあります。家族で移住していながら、そういう状況があります。

ですから、全体的に言って、日本人の女性もの状況も厳しいんですけれども、滞日外国人はさら 

に厳しい状況に置かれています。ただ、日常的に接していて、そういう状況に置かれながらも力強 

いというか、サバイバルしていこうという気持ちのある女性がすぐ 逆に励まされる気持ちがしていま 

す。

今日のような「働く女性の健康と権利」という私たちのこれからの取り組みが、国籍や在留資格を 

問わずに、みんなでいっしょになって取り組んでいける方向、すべての人がその権利を獲得していけ 

る方向をめざしていけたらいいなと思っています。

どうもありがとうございます。

參働くことと健康の関係性の意識化を

草野いづみさん(フリーランスライター)

私はライターとして女性雑誌の取材をしていましてここ10年くらい、20代の若い女性の性や健康の 

こと,恋愛のことなどについて取材をしてきました。つい3、4日前にも、20代の事務職の女性に集 

まってもらって雑誌のために座談会をしたのですが、彼女たちの集まれる時間が8時なんです。数年 

前なら、だいたい7時には始めることができたので、「この1時間の差というのは、いまの働く女性 

の状況を象徴的に表しているな」と感じました。総合職ではないふつうの事務職の女性でも、’人員削 

減による人手不足などによって長時間労働があたりまえになってしまっている。そして、せっかく就職 

したところをやめてしまうわけにもいかないので、そういう働き方を拒めない。

働く女性の健康状態についてのアンケートをしたときも、「とにかく調子が悪い」という人が半数以上 

半数以上いるんですね。そして,月経痛,月経不順なども3割から5割近くまでありました。冷え症と 

か、いつも疲れているとか,人間関係のストレスがあるとか、腰痛•肩こりがあるなんていうのはあ 

たりまえの状況です。若い女性のなかには、食生活もひどく不健康な人が多ぐ家に帰るのが9時、 

10時になると、一人暮らしの人は晩御飯を作る時間的余裕がないので「コンビニでカップ麺とおかず 

とビールを買っていつも食事にしてしまう」という人も。そういうことが日常的になってしまっています。 

労働時間についていうと,毎日平均10時間から11時間くらいで、残業が毎月50時間という人も 

ザラという感じです。それでも正社員の人はまだいいというか,ここ5、6年急に増えている「フリー」 

というかたちで働いている人たちの労働条件はさらにひどいものです。

心療内科のドクターに取材したときにも、やはり一般職で長時間働くことは、単調な作業だからより 

つらいのだ、ということを言っておられました。一人暮らしの場合、話を聞いてくれる身近な家族もな 
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く、心身症的な症状を訴えてくる女性がすごく増えているということです。とはいっても職がなくては生 

活ができないし、転職するといってもなかなか難しい。そういう状況は彼女たちと接していて本当に切 

実に感じます。

その一方で、自分自身の健康についての関心の希薄さもあります。丸本さんの指摘の通り、自分 

の健康状態と仕事を関連づける発想がないですね。

たとえば基礎体温を測ったことがあるひとが半分もいなかったりとか,いろいろな症状を抱えているのに 

改善しようというふうにあまり思っていなかったりとか,自分の健康•セクシャリティーと労働を関連づけ 

て考える習慣がないこと,また,そういう習慣作りのための教育の場がないこと,そのあたりに大きな問 

題を感じます。

いま,保育所の充実や不妊についての相談など行政が手をっけ始めている女性政策は少子化対策 

として出てきていますよね。これらのことが「女性の健康のために」というコンテキストではなぐ出 

生率の増加つまり子どもを産み、日本人の労働人口を增やすために語られてしまっているあり方に大 

きな限界を感じます。そして,若い女性たちの間にも、この状況ではとても子どもを育てながら働き 

続けられるわけがないという現実へのあきらめや、3歳までは子どもをみなければならないという「3 
才児」神話がまだ生き続けていて、そのため,妊娠をするとすぐに「じゃあ,辞めよう」という選択 

肢に流れてしまいがちです。

こういうことを総合的に考えると,組合もないようなところで働いている個別の弱い立場の女性たち、 

しかもきちんと意識化されていない人たちが圧倒的な数で存在するだけに、まず、学校や地域にお 

いて働くことと健康とのかかわりが、男女平等の理念のうえできちんと語られなければならないと思い 

ます。

もうひとつ大切なのが,相談する場です。たとえば病気やからだのことはプライベートなことなので, 

たとえ組合に所属していても相談しにくいということがあります.=仕事に関わる健康の問題は個人の 

努力だけではとても解決できない部分があって、その人の人権を守る立場で一緒に問題を整理し、解 

決への道をサポートしてくれる機関が必要です。今日の資料の中に、そういう相談センターの紹介が 

あって、とてもうれしかったです。そして、そういう所をもっと増やしていく必要があると感じています。 

いままでも健康問題だけの相談を受けているところはありましたが、仕事と健康についてのトータルな 

かたちの相談、サポート体制が本当に必要とされていると思います。
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パネリストから

中野®自分を大切にして

連帯を生み出していく

いまのお話を聞いていて、本当に総合的な 

情報交換のためのネットワークの必要性というも 

のを痛感しています。私は、権利を行使するに 

は、まず自分を大切にすることができるという大 

前提があると思います。自分を大切にできると 

いうことは、自立した市民としてとっても大切なこ 

とだと思うんですね。それがなければ、結局の 

ところは、自分を大切にし他人も大切にすると 

いう連帯も生まれないと。

ですから、権利を行使するということは、社会 

人としての、自立した個人としての責任でもある 

というふうに思うんです。そういうものとして、今 

回の法改正をどのようにして積極的に活かしてい 

くのかということが問われているのです。そして 

丸本さんのお話から、性と生殖の自己決定の 

権利として言われてきたことが、やっぱり労働環 

境の中で、自分の身体からもう少し周辺にいっ 

た働く場面、生活の場面でータルにフォローが 

なされていく必要があるんだということを教えてい 

恍きました。

働く者にと3て、人間として生きているんだとい 

うことを確信できるような取り組みを進めるために 

どうしていけばいいのか、今日、いろいろなこ 

とが問題提起されたと思いますが、それをみん

なで考え、こうしていこうというようなものができ 

たらとてもいいなと思いました。そのかたちという 

のは、もう一度シンポジウムをすることなのか、 

情報交換のためのなにかを発行するということな 

のか、それはわかりませんけれども、この後に 

でもみんなとわいわいがやがやとやってみたいな 

と思いました。

どうも、今日はありがとうございました。
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丸本瘳状況を変革するのは 

働くあなた自身

私も、中野さんも、かなり過激なことを言って 

いると思うんですけれど、聞いていらbしゃる人 

の中には、そんなことを言われたって今の現状 

は…と思われる方も多分いるだろうと思います。 

それを承知で言わせていただきますけれども、 

だめだだめだと言っていたら、やっぱり何も解決 

できないわけですよね。だから、『とてもむりよ 

ね』と言うのはもうやめてほしいのです。雇用者 

側が無理なことを押しつけてきているんだから、 

間違えないようにしてほしいなと思います。

それから、いろいろな医学書や論文を読む中 

で気がつくのは、月経と労働の問題について本 

当に調査がないんですよね。まぁ、古いものは 

あるんですけれども。個々の労組がやっている 

簡単なものはもちろんありますけれども、労働 

者と女性の健康をあつかったものの大規模な調 

査というものは、妊産婦に関してだけなんです 

ね。だから、なんとかもっと、例えば、いまの 

深夜業と無月経との関係とか、あるいは労働ス 

トレスと月経障害の関係とか、そういう調査とい 

うものはやっぱり労働側からやらないとだめなん 

でしょう。むこうに調査を依頼すると、雇用者側 

に都合のいいデータばかり出されちゃいますから 

ね。だから、なんとか組合レベルの連帯の中 

で、そういう基礎的なきちんとしたデータをとる必 

要があるんじゃないかなというふうにこの頃思っ 

ています。

それからもうひとつは、自分だけがよければ 

いいという考え方は、もう捨ててほしいんです。 

たとえば最近、ダイオキシンの問題が言われて 

いるでしよう、そうすると妊婦さんの中には、赤 

ちゃんに安全な食べ物とはどういうものですかと 

か,何を食べていれば安全なんですかと、よく 

聞かれるんですね。でも、こういう環境の中に 

いたら、自分だけが安全だということは絶対に 

あり得ないんです。自分と自分の子どもさえよけ 

ればいいなんてことはありえないわけね。だか 

ら.本当に子どもたちにとって安全な環境を準 

備するんだったら、環境問題に自分自身が本 

当に取り組まなきゃいけないわけね。つまり、 

問題を社会化しなければ解決つかないんです

それと同じように、労働現場でも、自分だけが 

何とか健康になろう、自分の身体だけを何とか 

立ち直らせようと思っても、解決つかないことは 

いっぱいあるのよね。やっぱり身体の問題って 

いうのは社会化しなければ解決していけないん 

です。それにはやはり,私たち一人ひとりの自 

覚が大事です。よく、お医者さんのお墨付きを 

もらってくれば何とかなるだろうと思っている人が 

いるんだけど、これも間違えだと思うんです。 

例えば、将来、妊娠•出産に異常が出ると言 

われれば生理休暇をとりやすいとか、つわりの 

ときに休暇をとらないとお産が重くなるとか、異 

常が出るということがデータのお墨付きがあれば 

休暇をとりやすいんだけれどもとか、よく言われ 

るんですけれども、そういうことじゃないんです 

ね。自分がつらいんですよ。自分がつらいん 

だから休みをくださいと言えなければいけないん 

ですね。それを主張できないと、やっぱり負け 

るんじゃないかなっていう気がしますよ。本来な 

ら生理休暇には診断書なんかいらないのよね。 

お墨付きなんかに頼らず,われわれの中できち 

んと主張していこうという意識をもってほしいなぁ 

と思っています。
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□ラ厶

一男の更年期™

「更年期」と言うと「女性」と思われがち。 

だが、女性の卵巣にあたる精巣(睾丸)で作られる、

または合成される男性ホルモン(テスト□テン)の分泌曩が

少しずつ減り始めてきたときに様々な心身の変化、症状が現れてくることが

最近わかってきた。

さ5にその年代が厄介な成人病と重なって、臨床症状を混乱させているようだ。 

〇冃x日、「ぜひ生の声を」と、組合員の方々に菓所で、 

あえて覆面で、「男の更年期」を語ってもらった。

(労働組合東京ユニオン機関誌「GUJ 1999年6月号より加筆■修正を含め転載)

<出席者>

寅サン 50代前半
ごん 40代前半
スーさん 6◦代前半

ジュリー 4◦代後半

トカレフ 40代後半
司会:宴会娘 30代前半

-まずは、まだ更年期にさしかかっていない方もい5っしゃいますが、 

体の不調などあった方、どんな症状が出たか教えて く ださい。

寅サン 体力とかは落ちるけど、「更年期」とか自意識がないよなぁ。

トカレフ うん。ただね、体力は割と加速度を帯びてくるよね。

寅サン 目が悪くなる。

トカレフ あと、歯。つまようじを40になったら使うようになった。

寅サン 歯に隙間ができてくるんだよ。
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トカレフ なんていうの?歯周病とか歯槽膿漏とかっていう,•

ようじつかってもすっごく痛いんだよなあ。

*ヨウジは歯くきを傷つけやすいうえ、しかも40代頃か5歯くきが弱くなり、歯周病(歯槽膿漏)にか 

かりやす<なります。お早めに歯医者さんにかかってください！

ジュリー あと何となく気力がなくなってくる。

トカレフ それって体力ないってことじやない？

寅サン 片付けとかはせっせとやるけど、面倒くさいことは何もせんことにした。

ジュリ_ 40過ぎて、牛乳が飲めなくなった。下痢するようになった。 

一同 え一っ！

ジュリー 最初気がつかなかったんだけど、ちょうど会社との労使関係が悪い頃で。

トカレフ 精神的な問題なんじやないの？

ジュリー そう思ったんだけど、週2回か3回なんで、おかしいなと思ったら、朝パンを食

ベているときに飲んでたんだよね。で、やめたらぴたっと止まった。

トカレフ それはいかんわ。嗜好が変わる、いいね。俺ね、米の飯に味噌汁、漬物じやない 

とダメになった。パンは一切ダメ。

寅サン 基本的に肉を食わなくなるよ。

一食生活め変化のことはわかりましたが、身体的なことはどうですか？

寅サン 身体のことといえばf、小便が近いですよ。

ジュリーそれは、前立腺が大きくなってきたんじゃない？

スーさん おれは全然そういうことはないなぁ。でも、ある年になると8〇〜90%でるってい 

うよね。

ジュリー 自分でも更年期って感じること、思うことってありますか？

更年期ってねぇ、全然。

トカレフ 酒が弱くなんないか？

ジュリー 酒といえば、二日酔いがひどくなりましたね。
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トカレフ あとに残るっていうよりかは寝たいよね。

スーさん ようするに深酒ができなくなる。せいぜい飲んでも10時くらい。12時すぎたら絶 

対ダメって感じ。

ごん いやぁ。飲もうと思えば,いくらでも飲めるけど、朝がね...。

ジュリー 前は、朝、会社のトイレで、ゲエゲエやってても平気だったけど,今はそんなこ 

とは無理だね。

bカレフ いや。25〜26歳のときなんて二日酔いをしたことがなかった。

スーさん 20代なんて言ったら、4時まで飲んでて2時間しか寝てなくても、会社行って仕事 

してたんだもん。

-ストしスが「男の更年期」を重症化させるといわれていますが、どうですか？

ごん ぼくの場合は職場ではたまってますよ。組合やってるからね。でもそれは更年期 

とか一般的なこととかは関係ないかも。

トカレフ ただ結びつきはあるかもしれないよね。おれの会社のとこなんかもリストラをずっと 

進めてるから、職場ないがすごくギスギスしてて。ただ俺はユニオンという世界を持 

っているからいいけど、そういうことがないヒトってかわいそうだよ、

スーさん まあ、だけど他人のことより自分の身体の衰え方、これを素直に言葉に出さない 

とさ、今日の座談会にならないんじゃないの？

一同 (大笑い)

*今井理恵先生からのコメント

職場や家庭、あるいは組合の中でも、時には人間関係のトラプルや過労によるフトしスはあるでしょ 

う。そして、そのストしヌによる「へこみ」が回復しにくく、心身の病気につながっていきやすいの 

が更年期です。「そろそ3来るぞ」と心構えの出来ている女性より、「男に寅年期なんかあってたまる 

か!」と思っている男性の方が、ダメージが大きくなってしまいます。

働く女性たちか5は、長年更年期の休暇や受診時間の保障を求めています。これについても男性 

と一緒に考え、要求していくことが必要だと思し话す。
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資料

-深夜労働規則一覧-

規制 具体的な内容

①割増賃金 深夜労働に従事させた使用者は2 5%以上の割増賃金を支払わなければならない 

◊時間外労働(2 5%以上増)が深夜に及んだときは5 0%以上増

日労働増)が深夜労働に及んだときは6 0%以上増

撕暇•休養

室の整備
◊男女区別して適当な睡Eまたは仮眠の場所を確保すること
◊男女区別して便所及び休養室を設けなければならない

_康診断など 深夜業を含む業務に常時従事させる場合の健康礎保のための措置

蹦讎診

断とこれに

もとづく配

置転換等

◊雇入時ないし深夜業への配転替えを行うとき及び6か月以内に一回の定期に医師に 

よる健康診断を行わなけ'ればならない

康診断の結果異常があったときは、医師の意見を参考にして必要があるとき、労 

働者の実情を考慮して深夜以外の時間帯での就労、作業転換^労働時間短_の措置 

を講じなければならない

労働者の自 

発的健康診

断にもとづ 

ぐ措置

◊自発的健康診断の結果に基づき、慰膊から労働者の健康保持について必要な措置 

について意見を聴取する

◊その意見に基づいて、労働者の実情を考慮し、深夜労働の回数を制限したり、配置 

転換するなどの措置を講じる

ぐ_診断の結果にもとづき、とくに健康の保持に配慮する必要のある労働者につい 

て保健指導を実施するよう努める

④妊産婦婦に対する深夜労働の就業制限

拒否権 妊産婦が請求したときは深夜労働に従事させてはならない

作業転換 妊娠中の女性が請眾したときは他の軽易 _に転換しなければならない

髄管理 母子健康保健法による保健指導または健康診査による指導事項を守るために、勤務時 

間の変更や軽減など必要な措置を講じる

⑤深夜労働の免

除請求
育児•介翻讓が請求できる労働者は、深夜労働(夜1〇時から朝5時までの労働 

の免除を請求できる。事業主は_の正常な運営を妨げるときは、請求に応じないこ 

とができる。

対象労働者 ◊小学校就学前の子どもを養育する男女労働者

◊要介護状態(負傷、疾病、身体上もしくは精神上の障害による2週間以應続 

して上記介護を必要とする状態)にある家族(配偶者(事実婚を含む)、父母.子、 
配偶者の父母、同居しかつ不要している祖父母■兄弟姉妹.孫)を介護する男女労働 

者

適用除外 ◊日々雇用される労働者

◊勤続1年未満の労働者

◊深夜常態として育児.介護ができる次の条件を満たす同居の家族のいる労働者 

〇16歳以上
〇深夜働いていないかその就業日数が月3日以下
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〇負傷■疾病•身体上もしくは精神上の障害により育児介護が困難でない 

〇6週間以内の出産予定がなぐ産後8週間を経過していること
◊その他労働省令で定められているもの

〇1週間の所定労働日が2日以下の労働者
〇所定労働時間の全部が深夜にある労働者

請求の方法

と期間
1か月以上6か月以内の期間を定め、開始予定日の1か月前までに所定の事項を書面
き記載して申し出る(要件がしている間は何回でも更新できる)

免除期間の

終了

ぐ漱了予定日の終了

◊その期間中子どもの養育や家族介護をしないことになったとき

◊産前産後の休暇や育児休業などを取得するようになったとき

不利益取扱

の禁止

免除請求したことを理由に解雇など不利益な取扱を受けない

胃たに女性を 

深夜労働に従事

させるとき

及嫂湿行

の際の安全確保
バスの運行OS共交通機関〇)運行時間に配慮した勤務時 

間の設定◊従業員駐聿場の防犯灯の整備◊防犯ベルの貸与◊そ 

の他◊防犯上の観点から女性ひとりの作業を避けるる

®子の養育または家族の介_の事情に関する配慮

©上記のSかないし⑤の措置

—育児と介護のための権利一覧一

育児のため_【］ ためのM

糖の靜1 1 の子どもを養育する労働者の養育の
ための^

要介護状態(負傷、疾病、身体上もしくは 

精神上の障害によるして上 
言由?護を必要とする状態)にある家族を介 

護するため_§

欄者 1歳未満の子どもを養育する男女労働者 要/!葡燃にある釀者(^^を含む) 

、父母、子、配偶者の父母、同居しかつ不 
要している祖父母•兄弟細床-孫のいる男

删斛 ◊日々雇用される労»•期間を定めて雇用される労働者(法律による適用除外)

使協定による適鵬外

①雇用されてから1年未満の労働者 

(20^^常態として子を養育できる労僕睹
③ 申出があった日から起算して1年以内に雇 
用関係が^ 了する労働者

④ 1週間の所定労働日が2日以下の労働者 
©内_^の®^_として+をで 

きる労動者

側使協定による删除外

①雇用されてから1年未満の労_

出の日の翌日から3か月以内に雇用関 
係が終了する労働者

③1の所筋働日が2日以下の^ 
脯
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間 養育する子どもが1歳になるまでの間で労勵 

者が申し出た彷業関i&r定日から 予

定日までの期間で原則として1回

した3か月(勤の措置が 
講じられているときはその期間含む)以内 

の期間で対象家族1人にっいて1回

報き 定日の1か月以上前に休業開始予

定日と _rr予定日等を書面で明らかにし 
てに申し出る

林業開ft&T定日の2週間前までに休業開始 

予定日と｛mrr予定日等を書面で明らか 
にして に申し出る

事駐によ
る指定

休業開始が申出から1か月以内のときは、事 

業主は開始予定日を申出のあった日から1か 
月経過した日までの間で開始日を｝もできる

彷業開始が申出から2週間以内のときは. 

申出のときから2週_^の他の日に彷潔 
開始日を指定できる

労酷によ

る繰り下げ 

曇繰更

讎齡^定日は一定の齡に一回に限り繰 

り上げることができ、了予定日はその 

1か月以上前り下げを申し出ることがで 

さる

2週間前の日までに申出ることによって3 
か月の範囲で1回に限り終了予定日の繰り 

下げができる

休業申出の

撤回

休業開始予定日の前日までは理由を問わず撤 

回できるが、いったん撤回すると特別な事情

がない限り再度の休業の申出はできない

定日の前日までは申出の撤回が

でき、その後の再度の申出は1回に限る

休業の終了 雜了予定日の赚 

〇の死亡

がi歳iこ到達したとき
の^^5産前離膽や新たな育

i松^にはいったとき

〇^^了予定日の瓣 

娜亡
◊対象家族との離婚、離縁等による親族関 

_酬
負傷.街^により介護できな 

い常態になったとき
産前雜據、育児勝、新た 

な介護^に入ったとき

制限 休業の申出をなし、林業したことを理由とするMの禁止

休難鵬 休釧間中は前賃金の2 5%が雇用保険から支給される 
社会保険料の免餘(ただし現在のところ育児•休業のみ)

の髓

1^^の子どもを養育する労働者(日々雇 
用のものを除く)で育児材漠しないものにつ 
いて労屬唐の申出にもとづき、以下の措置の 

いずれかの措置を講じること

〇)^^^ 踱
②フレックスタイム制•時差出勤の制渡 

麵跡労働の鯽艮

④iWH託!廠の設置その他これに準じる措 

置

要介護常態にある家族を_•る労債m ( 
日々雇用者を除く)について、連続する3 
か月以hの期間以下の措置のいずれ^の措 
置を講じること

(MWTO 曠
②フレックスタイム制•時差出勤の甫1渡 

サービスの費用の女性その他これに 

準じる制度

その他の努力義

務

イ#凉e学前の子どもを養育する男女労働者 
に休業ないし に準じる措置

家族を介護する男女男働者にないし勤 

務時Mmに準じる措置
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一妊娠•出産のための保護など一覧一

産前産後の休暇

(労基法6 5条)

産前6週間(多胎妊娠については14週間)

産後8週間"(6週間は強制。6週間を経過した女性が請求したときは医

師が支障がないと認める業務につかせてもかまわない)

解雇制限(労基法19 
条1項)

産前産後の休暇中とその後3 0日間は、正当な理由があっても労働者を 

解雇することはできない。

妊産婦の危険有害業務

の就業制限(労基法6 
4条の5)

別表の通り

妊娠中の経易業務転換 

(労基法6 5条)

妊娠中の女性が請求したときは他の軽易な業務に転換させなければなら 

ない

妊産婦の労働時間制限

(労基法6 6条)

妊産婦が請求したときは次の労働に従事させてはならない

① 変形労働時間制(フレックスタイム制を除く)を採用しているときで

も1日8時間、1週40時間をこえて労働させてはならない

② 時間外■休日労働に従事させてはならない

③ 深夜労働(夜10時から朝5時までの労働)に従事させてはならない

生理休暇(労基法6 8
条)

生理日の就業が著しく困難な女性が休暇を請求した時は、生理日に就業 

させてはならない

通院のための時間睡保

(均等法2 6条)

保健指導または健康診査を受けるために必要な時間を確保できるように 

しなければならない

妊娠2 3週まで(4週間に1回)24週から35週まで(2週間に1回)

36週から出産まで(1週間に1回) 出産後i年以内(医師や助産婦が 

指示する回数)

ただし医師や助産婦が上記と異なる指示をしたときはそれによる

保健指導•健康診査に 

基づく指導事項を守る 

ための措置

(均等法2 7条)

妊娠中及び出産後の女性が保健指導や健康診査に基づく指導事項を守る 

ことができるよう次の措置を講じなければならない

① 妊娠中の通勤緩和

② 妊娠中の休憩に関する措置

③ 妊娠中および出産後の症状に対応した作業の制限•勤務時間短縮•体 

業などの措置(別表参照)

育児時間(労基法6 7 
条)

生後1年未満の子どもを育てる女性は1日2回、少なくとも3◦分の育 

児時間を請求でき、使用者は請求した女性を働かせてはならない
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一変形労働時間制一覧一

1か月単制 1WEO潮 1週間単鋼5制 フレックスタイム

就M緬.労
使協定

就則または労使

協定(要届出)
労使協紐ywm
則(要届出)

労使協鈕 

則(要届出)

則及び労使協

定(要届出)

労働日及び労

働時間の特定

と通知

就»則または労使 

協定による事前の特

定-周知

労使協錄

則による特定周知に

加えて别紙参照

前の週までに文書に

ょって特定■通知

事業規模及び

業種の制限

なし なし(季節等によっ 

て業務の繁閑の差が 

生じないものににつ 

いての適用は考えら 

れない旨の施行通達 

あり)

規模3 〇絲滴の小 

錢.腿,料醐 

,雌店

なし

期間と平均労

働時間
1か月週平均4 0時
間

1年週平均40時間 1週間週平均40時 

間

1か月週平均40時
間

1日及び1週
の労働時間の

上限

なし 別表のとぉり 1日1〇時間 なし

時間外労勵の

制限

1週間(15) 
2週間(27) 
4週間(43) 
1か月(45) 
2か月(81) 
3か月(120) 
1年(3M)

1週間⑽ 
2週間(25)
4週間⑽ 

1か月(42) 
2か月(75) 
3か月(110) 
1年_

1週間(15) 
2週間(27)
4週間(43)
1か月(45) 
2か月(81) 
3か月(120) 
1年(360)

連続労働日の

制限

なし 原則6日
特定機関は1週間に

1日の休日磯保

週1日の休日の確保 なし

割増賃金 特定した1日及び1 
週間については、法 

定労働時間を超える 

時間を定めた日及び 

週についてはその時P 
時間を超えない日及乙 

は法定労働時間を超Z 
形期間についてはそ6 
労働時間を超えて労S 
ついて2 5%増し

変形時間を平均して

4◦時間を超える時 

間について25%増

週40時間を超えた

部分にして2 5%増 

し

法定_働時間を超 

えた時間について時

間外労働として25 
%の割増賃金

法定労働 

/週について 

Lる時間、変 

D期間の法定 

功した時間に
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特例 妊産婦が請求した場合は法定労働時間(1日8時間■週40時間) 

を超えて労働させてはならない(労勵基準法S6条1項)

育児•介護■ _11丨練■教育を受けるもの等に対する配慮(货働

基準法施行規則12条の6)

ーー年単位変形性の労働時間制限一覧一

限度時間 1か月超

1年以下
1日10_■週52時間

対象期間

3か月超

◊穿_間に労働時間が4 8時間を超える週は№3週まで

◊対象期間を3か月ごとに区分•した各期間ごとに4 8時間を超える週は 

3顺内

労働日数の限度 ◊原則1年当たり2803 (1年に満たないときは按分)

◊次のいずれにも該当するときは28 0日か前の変形制による1年当たりの総所定 

労働日数から1日を引いた日数

W回の変形制の初日の前1年以内に3か月超の変形^を実施していること

②今回の変形制では1日.1週の最長所定労働時間が①の1日.1週の最長所定労

勘時間または1日9時間、1週4 8時間を超える時間を定めていること

対象期間の労働日

及び労働時間の特

定等

1か月超の区分をしたとき
◊最初の区分期間の労働日数.各労働日の労働時間、それ意外の区分期間は労働日 

数を各区分期間の総労働時間を特定すること'

◊各労働日及び各労働日の労働時間は3 〇日前までに同意の上書面で特定すること
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-裁量労働制一覧一

働制 〇^醐

対象雜^の

制限

なし 事業運営場の重要な決定が行われる mu

対象業務の制

限

品または新技術の研究開発等

②w姐理システムの分析•設計

聞•出版-放送の君己事の取材また 

は編集

④ デザイナー

⑤ プロデューサーまたはディレクタ_

⑥ 中央労働基準審議会の議を経て労働

大臣が指定した業務(コピ.ーライター 

■公認会.體士. 一士. 

不動 士 •弁理士)

〇^の運営に関する事項についての虫画.立 

案•關査•分析の業務(具体的には撤fで特定 
する予定) -

◊業務の遂彳ラ方法.時間超分などについて労働 

者に具体的な指示をしないこととする業務

導入餅 mの項目について労使協定を_ 

◊みなし労働時間数ろ裁量労働につか 

せる業務

◊業髄行の手段時間配分等につい 

て具体的な支持をしないこと

◊労働時間の算定は協定で定めた一定 

時間数を労働したものとみなすこと 

◊有効期間

_使協定を労働基準監督署長に届け 

出ること

dm場に労使委員会(労働条件に関する事項 
を調し、に対して当該事項につい 

て意見を述べることを目的とする)を設定する 

こと

辦使委員会の纖 A

◊対象業務の範囲◊対象労働者の範囲みなし 

労働時間◊労働時間の状況に応じた対象労働者 

の健康.福祉確保のための措置◊対象労動者か 

らの苦情処理に関する措置w働者の同意及び 
同意しないことを理由とする不尹磁_の禁止 

◊その他命令で定める事項

③決議の労働基準^所長に対する届け出

麹状況報告 なし 届け出をなした使用者は、定期的に労働時間の 

状況に応じた労働者の健康及び福祉を確保する 

ための措置の実施状況その他命令で定める事項 

を所轄労働基準監督所長に報告すること

安全センター情報拍99年増刊号47



'i措置の対象は妊娠中の女性のみとすi 
1る ！

链指導、歯科链康険査、歯科保健指：

導の受診も対象とする i

妊娠週数又:i出産予定日を睹認する' 

ために母子健康手帳の.写しを提出さ- 

せる

医師等からの具体的指示がない場合も、: 
女性を介して担当医と連袼をとるなど；

により適切な措置を適用する!

h I力月前に申し出ない者に措置を適As 
汪娠週数又:±出産予定日を確認する ■ d兩しない |
必要がある場合に本人の了承を得て、■ _ ;---------------------------------- :-----------

診断書、'出産予定日証明書を提出さ〇)妊娠中の休憩に関する措置

せる. :____________________________

I母性健康管理措置において違法となる措置•ならない措置卜例)］

(©法律の®旨に照らし非言'に望ましい、c■適法、X違法、△望ましくな

11)探健指導•健康診登の受診時間の確探関係

だ

医師等により休憩回数の增加の指示 i .
Iがあるにもかかわらず、休憩時間帯j 
］の変更の措置だけを実施丁る ； ダw

措置の対象を妊娠中又は産後1年を

経過しない女性とする
(2)妊娠中の通勤緩和措置

措置の対象は妊娠中の女性のみとす 

る

措置の対象は妊娠中の女性のみとす

る

通院に必要な時間分の休暇を与える op 電車、バス等の公共の交通機関の利

用者のみを対象とする
皤

通院に必要な時間分だけ勃務時間を 

短縮する

公共の交通機関利用者及びマイカー

通勤者も対象とする

妊産婦の申し出た日について措置を

講ずる
〇^ 交通機関や通勤経路の変更の措置の 

みとし、時差通勤、勤務時間の短縮 ^7
会社の所定沐日に行けない場合に限っ 措置は講じない

て措忍を適用する
医師等から指示された措邁を講ずる

会比の1开疋方働時問外に行けない場

鱗合に限って措Sを础ず■る
勁務時問の珩縮は1時間までとし、

年休をとって行くよう诣溥する 鱗
医師等からそれ以上の指示があって

もばめない
鱗

医師芳が衔示した问数について措E 
を述ずる

個々の居住地、通勁手段•経路等の

実惜に応じ通勁ラッシュを避けられ ^Iqi
苗令に定めた固数までしか措盧を流 

じないこととし、医師等からそれ以 

上の指示があっても認めな、

る時間数の短縮とする

驗 時层出勤は1時問を限度とし、医師等か 

らそれ以外の指示があっても認めない 鱗
個々の実情に応じ、通勤ラッシュを Op11nT ±R ->Tt j-i ^c：iFT^<>rt*Trxr\ 増 raa — zr\ /ej i
避けられる時間数の時差出勤とする

1©

臥床できる休養室を設置する

(4)妊娠中又は出産後の症状等に対応した措置

15)母性健康管理指導事項連絡カード

医師等からの具休的指示がない場合 

は、女性を介して担当医と述格をと 

るなどにより適切な措霞を講ずる

休憩時間の延長、休憩回数の増加、 

休憩時間帯の変更等のうち医師の指 

示した措置を実施する

医師等からの具休的指示がない場合 

は、担当医と連絡をとるなどにより

適Wな措置を講ずる

休憩時間の延長の措置及び休憩回数 

の増加の措置は、医師等の指示を踏 

まえた上、個々の女性の作業内容や 

健康状態を勘案して必要な時間数• 

回数を適宜与える

勤務時間の短縮は1時間の短縮に限 

定し、医師等からそれ以上の指示が 

あっても認めない

勤務時間の短縮時問数は医師；の指示！ 
を踏まえ、個々の女性の症状等の内容• j 
程度により女性と話し合って決定するi

医師等が指示した期間について休箕 

の措置を講ずる

各措置の適用期問を一定期問のみに 

限定し、医師等からそれ以上の指示 

があっても認めない

休憩時間の延良は、30分までとし、 

医師等からそれ以上の指示があって 

も認めない

休業の措置の適用期間を3力月に限! 

定し、医師等からそれ以上の指示がj 
あっても認めない I

休憩回数の増加は1回5分を3回ま 

でとし、医師等からそれ以上の指示

があっても認めない

勤務時間の短縮措履は医師等から衍i 
示された時間分の投縮とす |

1力月前に申し出ない者に措置を適 

川しない

1力月前に中し出ない者に措®を適 

用しない

各措置のうち、医師等の指示を踏ま

えた上で、女性が希望する措置を実硬く 

施する

各措置の適用期問は医師等が措置の適用 

は必要ないと診断するまでの期間とする_ 

废師等からの界休的指示がない場A 
は女性から中し出があって措Sを 

講じない

措置の対象は«娠中の女性のみとす 

る 鋤
措置の対象は、^娠中及び産後1年 

を経過しない女性とする

勤務時問の短縮措置のみを実施し、 

医師等からそれ以上の指示があって 

も認めない

医師等から指示された措置を講ずる 淡
作業の制限に関する指禺があった場 

合は、どの作業なら可能かを医師等 

に確認の上、女性の希望等も考慮し 

て決定する

母性健康管理指導事項連絡カードを医 

師等に記截してもらうのを忘れた埸A 
は、提出するまで措置は適fflしない

鱗
挺性健康管理指導事項連絡カードを 

医師等に記戟してもらうのを忘れた 

場合でも、女性を介して担当医等と 

逃絡をとり、必要な措屏を講ずる

礎

保健指導■健康診杏の受診の部度、 

母性健康管理指導事項連格力—ドを 

提出させる
雄

母性健康菅理指導事項連辂打ードを提 

出しない女性には措置を適川しない 嗨
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籤会舞問CB体/悃人一報(1999.4.3)

【圃体】APWSL (アジア太平洋労働者連絡会議)、女のユニオンかながわ、変えよう均等法ネットワ-ク、 

神奈川県高等学校教職員組合、神奈川シティユニオン、かながわシティユニオン-ヨ］ヌカ、神奈川シティユ 

ニオン•よこはま、カラパオの会(寿■外国人出稼ぎ労働者と連帯する会)、国鉄労働組合横浜支部、三 

多摩医療生活協同組合、自治労立川市職労働組合女性部、女性のワーキングライフを考えるパート研究 

会、すみだユニオン、全港湾労働組合関東地方横浜支部、全国一般労働組合東京南部、全造船機械労 

働組合関東地方協議会、全統一労働組合、全労協女性委員会、全労協全国一般東京労働組合v女性ユ 

ニオソ東京、SOSHIREN、女(わたし)のからだか5、東京東部地域ユニオン協議会、東京ユニオン、中 

野総合病院の職業病闘争を闘う会、日本婦人会議、派遣労働ネットフーク、八王子市職員組合女性部、婦 

人民主クラブ"、れあい江東ユニオン、横浜教区滞日外国人と連帯する会、予備校労働者ネットフーク、 

労働組合•江戸川ユニオン、

【備人】阿部ひろみ(アイム’89東京•西三多摩地区教職員組合)、石井伸吾、石川真智子、石原み 

き子(環境とフェ5ニブムをおしゃべりする英会話寺子屋)、奧田剛、草野いずみ、小林淳子、酒井和子 

(東京ユニオン)、■佐々木静子(まつしま産婦人科小兒科病院)、清水直子(フリーランフライター)、秦雜 

子(弁護士)、高岡香(横浜弁護士会)、竹内尚代(練馬区職労学校分会副会長)、津和慶子(日本婦 

人会議)、豊田ちえこ、中島由美子(全国一般労働組合東京南部)、野崎光枝、三木恵美子(横浜法律 

事務所)、水上人江、山本有紀乃、柚木康子、渡辺優子

鸛鬮して«彪さっ寫のメジより(鵬鼸)

本女性のからだの特性の問題をどのよう場合でどんなデータ,知見にもとづし、て論じていけばいいのか.そ 
んな最初のところから勉強していぎたいと,思っています.(弁護士秦雅子)

*女性が結婚や出産•育児をするしないに左右されることなく,からだの特性を考慮した健康が保障され, 
自分5しく生き生きと働くことのできる環境整備がほんとうに必要だと思います.確かに,今回の改訂では 
たくさん働け!そして子も産め!介護もし5!といわれているような気がしています.職場も,働く女性もど 
うなってしまうか心配です.(全国一般労働組合東京南部中島由美子)

木男性が働き方を変えず,これまで通リ女性が育凭と家事&負うというやり方では問題は解決しなし、と思し、ま 
す,また,権利には義務も伴うという姿勢も持つべきと思います.
(まつしま産婦人科小児科病院佐々木静子)

*精神•身体はここに異なる'ものなのでそれぞれの心身の状態にあわせて働けて個人の能力が十分に発揮 
できる社会にしなければならないのですね.(弁護士高岡香)

*12月末の労働省の告示も,やはり,女子保護規定の激変緩和措置の対象は「小学校就学前の子をもつ 
労働者」でした.「小学校卒業まで」になることを少しは期待していたのに….男女の残業規制が必要です. 

(小缽淳子)

*女性差別の禁止とひきかえに,男性なみの長時間労働をしい5れる危険性と,すでに実態が先行してい 
る職場ではあらためて感じています.男女ともに健康で働き,余裕のある生活をおくれるよう,労働時間の 
規制を確立したいものです.(水上人江)
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全国労働安全衛生センター連絡会議
〒136-0071東京都江東区亀戸7-眼 Zビル5階TEL⑽363&38讓AX(03) 36363881 

E-mail joshrc@jca.ax.apc.org HOMEPAGE http: /www.jca.pc.org/joshrc/

東

ZEAX(03)3683-9766
東

TEL(042)324-1024 /FAX (042)324-1024
東

/FAX(042)325-2663

新

/FAX (025) 222-0914
静

/FAX ¢0543) 66-6889TEL(0543)66-6888
京

/FAX(075)691-6145
大

/FAX(06)6943-1528
丘

TEL(06)6488-9952 /FAX (06) 6488-2762

兵
/FAX (06) 6488-2762

広
TEU082) 264-4110 /FAX(082)264-4110

鳥
TEL(0857)22€110 /FAX(0857)37-0090

愛

TEL (0897) 34-0209 /FAX (0897) 37-1467
高

TEL(0888)45-3953 /FAX (0888) 45-3953
熊

TEL(096)360-1991 /FAX (096) 368-6177
大

/FAX ¢0975) 34-8671

宮
/FAX (0982) 53-3404

TEL (0245) 23-3586 /FAX ¢0245) 23-3587

E-mail etoshc@jca.apc.org 
TEL(03)3683-9765

TEL(0982)53-9400
E-mail sh-net@ubcnet.or.jp 
TEL(03)3239-9470 /FAX(03)3264-1432

TEL(042)324-1922
E-mail VZW01150@nifty.ne.jp
TEL (045) 573-4289 /FAX (045) 575-1948 
E-mail KFR00474@nifty.ne.jp
1^し(025)228-2127

TEL(075)691-6191
E-mail koshc@osk2.3web.ne.jp
TEL(06)6943-1527

京•東京労働安全衛生センター

T136-0071江東区亀戸7-10-1Zビル5階
京參三多摩労災職業病センター

T185-0021国分寺市南町2-6■フ丸山会館2-5
京參三多摩労災職業病研究会

〒185-0012 趣持綱4-12-14 ヨ^

神奈川♦社団法人神奈川労災職業病センター

7230-0062 搬iWa 区解 120-9ポ豊鷗

潟謇財団法人新潟県安全衛生センター

T951-8065新潟市東堀通2-481 
岡•清水地域勤労者協議会

利24-0812清水市小柴町2-8
都參京都労働安全衛生連絡会議

〒601-8432凉都_区西；_島町5〇-9山本ビ)L3階
版參関西労働者安全センター

T540-0026大阪市中央区内本町1-2-13
庫•尼崎労働者安全衛生センター

T660-0803醐纖櫛-16-17 阪^幟懺付

庫♦関西労災職業病研究会

〒_803 鑛卿繭14647 阪神翻編HOTEL(06)6488-9952 
島♦広島県労働安全衛生センター

T732-0827広島市南区稲荷町5-4前田ビル

取♦鳥取県労働安全衛生センター

〒680-0814鳥取市南町505自治労会館内 

姫♦愛媛労働災害職業病対策会議

〒792-0003新居浜市新田町1-9-9
知♦財団法人高知県労働安全衛生センター 

〒780-0010高知市薊野イワ井田1275-1 
本♦熊本県労働安全衛生センター

T861-2105熊本市秋津町秋田3441-20秋津レークタウンクリニック

分♦社団法人大分県勤労者安全衛生センター

787醐6 拗TW^2-5 獅顧磯!％く1」6 階 TEL(0975)37-7991 
崎♦旧松尾鉱山被害者の会

=r88W)021日 l^fW^83-211MTOH-14 
自治体♦自治体労働安全衛生研究会

T102-0085千代田区六番町1自治労会館3階 

(オブザーバー)

福 島♦福島県労働安全衛生センター 

T960-8103福島市船場町1-5 
山ロ ♦山口県安全センター

T754-0000山口県小郡郵便局私書箱44号

mailto:joshrc%40jca.ax.apc.org
file:///www.jca.pc.org/joshrc/
mailto:etoshc%40jca.apc.org
mailto:sh-net%40ubcnet.or.jp
mailto:VZW01150%40nifty.ne.jp
mailto:KFR00474%40nifty.ne.jp
mailto:koshc%40osk2.3web.ne.jp

